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専門高校の特色ある学校づ くりを目指 した指導の工夫
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は じめに

平成11年3月 に告示 された高等学校学習 指導要領 によると、 これか らの高等学校 にはゆ と

りの中で特色 ある教育 を展 開 し、生徒 に 「生 きる力」 を育成す ることが求 め られている。

こう した中、専 門高校 の教育 については、将来の スペ シャリス トとして必要 な専 門性 の 基

礎 ・基本 の重視 、社会 の変化や産業の動 向に適切 に対応 した教育の展 開、生徒 の多様 な実態

に対応 し、学習 の選択幅 をで きる限 り拡大 し、個性 を伸 ば してい く教育 の展 開、地域 や産業

界 とのパ ー トナーシ ップの確立、卒業後 に学習す る継続教育機関 との連携 の推進 、創意 工 夫

を した特色 ある教育 の展 開等の改善点が理科教育及 び産業教育審議会 よ り示 された。

現在 、専 門高校 においては、生徒 が将来 のスペ シャ リス トを目標 として学習活動 を行 うた

めに必要 な能力 、 とりわけ自己の人生 を探求 し勤労の意義 について考え させ る教育 が必 ず し

も十分 に行 われていない 。また、社 会の変化や産業の動向 に適切 に対応 した教 育の展 開が 十

分 にな されていない という現状 にあ る。

この ことか ら、専 門高校の共通の課題 と しては、「生徒 が学習 意欲 を もち、 主体 的 に取 り

組 んでいける授業 の工夫」、「生徒 自身が将 来に対 しての意識 を高め られる ような、各 自の 職

業観 の育 成を図る指導の工夫」 などを挙 げるこ とがで きる。

本部会 は、 これ ら課題 を踏 まえた上で、研究主題 を 「専門高校の特色 ある学校 づ くりを 目

指 した指導 の工 夫」 と設定 し、農業 ・工業 ・商業 の専 門高校が協力 して、専 門高校 の特 色 を

生 か した魅 力ある新 しい教育活動の可能性 につ いて調査 ・研 究 を した。

課題へ の対応 として、専 門高校の教育活動 の中で 「自分の専門以外 の分 野について学 習 す

ることに よって社会的視野 を広げ る機会」、「既存 の専門高校で学習 している専 門知識や技術

の必要性 を理解 し、将来 の進路 を意識する機会」 を拡大す ることがで きないだろ うか とい う

点 に着 目 した。そ こで、本部会 に2つ の分科会 を設 け 「特色あ る授業内容 の実践 」及び 「社

会 が求め る専 門高校生 につ いて」 とい う副 題を設定 し、専門高校の特色づ くりについて研 究

してい くことと した。

○特 色ある授業 内容 の実践

農業 ・工業 ・商業高校 の各専 門高校の生徒が 、異 なる学科の高校 に出向 き、他の専門教 科

に関す る実習 を体験 させ る ことを試みた。 このこ とに より、各専 門高校 で学ぶ生徒 が他の 専

門教科 にも興味 ・関心 を もち、視野 を広げる ことが期待 で きる。 また、各専 門高校の教員が、

他 の専 門学科 の高校 に出向 き、出向いた高校 の専 門に関連す る授業 をいわゆ る座学形 式で 体

験 させる ことも試みた。このこ とによ り、 自分が学 んで いる専門分野 と他 の専 門分野 との 関

連性 を理解 す ることが で きる もの と期待 した。

○社会 が求める専 門高校生 について

社会 が求 め る専 門高校生像や各専門高校 に期待す る教育内容 などを明 らか にするため、 企

業 に直接 ア ンケー ト調査 を依頼 した。同時に専 門高校生の意識調査 を行い、企 業側の要望 と

生徒 の意識 とを比較検討 した。

ア ンケー トの調査結果 を分析 し、社会性 の育成 、専 門性の育成、企 業 と学校 との連携 に焦

点 を絞 り研 究 を行 うこ ととした。
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1特 色 あ る授 業 内 容 の 実践

一学校間連携(農 業 ・工業 ・商業)に お ける学習の試行一

1研 究の趣 旨

現在専 門高校 で学 んでいる生徒 に、志望 した理由や将 来の進路 を聞い た とき、果 た して どの

くらいの生徒 か ら目的意識 をもった答 えが聞け るだろ うか。お そ らく、中学校 までの段 階で 進

路 について考 える機会が 少な く、その専 門についての基 本的な内容 も分か らない まま入学 した

生徒が少 な くない と考える。 このため、不適応 を起 こす生徒 も多 くなっているのが現状である。

この よ うな生徒 に対 して、入学 してか ら、いか に して 「生 きる力」 や 「勤労観 ・職業観」 を育

成 してい くこ とがで きるか、そのために生徒が興味 ・関心 を もてる ような授業 に してい くには

どう した らよいか を研 究 してい く必要 がある と考 え、分科会 のテーマを 「特色 ある授 業内容 の

実践」 とした。

本 テーマで研 究 を進める うえで、専 門高校 の2年 生 に対 して、現 在学 んでいる専 門科 目につ

いて の意識 調査 を行 うとともに、高校 進学 を控 える中学3年 生 に対 して、専 門高校 につい ての

意識調査 を実 施 した。次 に、 この結果 を踏 まえて授業実践の方法 を検討 した。実習 を伴 う内容

の授業 を実 施 しようとすれば、各校 で対応 で きる施設 ・設備が不 十分であるな どの問題 が生 じ

る。 こ うした問題 について も念頭 に入れ、異 なる専 門高校問で、教員 と生徒 の移動 や施設 ・設

備の提供 な どの連携 によ り次の ような実施方法 をとった。

(1)農 業高校 や ・商業高校の生徒 に工

業科 の学習 を体験 させた り、農業 ・工

業高校 の生徒 に商業 の学習 を体験 させ

た りす るな ど、他の学科 の実習 を体験

させ る。(事 例1、2、3)

(2)商 業科 また工業科 の教諭が、農業

高校 に出向 き、各門学科 の内容 と農業

との関連性 を踏 まえた授業を実践する。

(事例4)

この ような学校 間連携 を行 うこ とに

よ り、右 に示す ような教 育効果が期待

で きる と考 えた。

新 しい学習指導要 領においては専 門

教育 に関す る各教科 の改訂 の趣 旨の1

つの柱 として 「環境」 がある。今 日の

産業社会 は地球環境 を無視 して考 える

ことはで きない。そこで今 回の授 業 を

実践 してい く上 で、この環境 につ い て

も各事例で取 り上 げ、生徒 に各専 門教

科の視点で環境 につ いて考 え させ た。

ウ
」

ハ」
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(5)

(6)

生徒が よ り主体 的な態度で学習活 動に取 り組む こ

とが期待できる

よ り幅広い特色 ある専門性を高 め られ る

他 の職業 との関連が理解できる

各専 門分野 との社会全体 における位置付 けが理解

できる

社会 に対す る視 野が広が る

進路の 多様化に対応で きる選択科 目が設定できる

各 事 例 にお い て 、事 後 の生 徒 の ア ンケー トな どを参 考 に して 、今 後 の 課題 等 を考 察 してい く。
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2ア ンケー トによる意識 調査

く1)内 容 と方法

① 内容

本研究で は、工業 ・農業 ・商業高校が互いに連携 した特色あ る教科 指導 を模索 す る こ とを

目的 とし、専 門高校生の専門 を含 めた工業 ・農業 ・商業 についての興味 ・関心 を把握す るた め

にア ンケー ト調査 を行 った。 また、中学生が専門高校 に対 し、 どの ような興味 ・関心 を もっ

てい るか を把握す るため に、中学 生に もア ンケー ト調査 を行 った。

中学生対象 のア ンケ ー トでは、中学3年 生 に対 して、進路 を どう考 えて いるか 、専 門高校

へ の進路希望 や専 門高校への イメー ジ、様 々な専 門を学ぶ ことへ の関心 、専 門高校への 要望

な どにつ いて聞 いた。高校生対象のア ンケー トで は、農業 ・工業 ・商業の各専 門高校の2年

生 に対 して 、現在学 んで いる科 目の満足度 、選択科 目の増 設へ の希望 、他 の専 門を学ぶ こ と

や それによる 自分の進路決定への影響 、専 門高校 間の交流 な どにつ いて聞 いた。

② 対象お よび時期

ア 調査対象 と回答数

中学3年 生及 び高校2年 生 を対 象にア ンケー ト調査 を実施 した。中学生 は、卒業 を前 に

して具体的 に進路決定 を迫 られている3年 生 を対象 に、高校生 は専 門高校 に入学 し、既 に

1年 間専 門教育 を受けている2年 生 を対象 と した。有効 回答数 は中学3年 生 が2校 で225

名 、高校2年 生が農業 、工業、商業 で各2校 ずつ、計6校 で838名 であった。

イ 調査時期

平成12年9月 中旬か ら下旬にかけて、アンケ ー ト調査 を実施 した。

③ 方法

質問紙法 による調査 を行った。各 質問項 目の回答は、選択肢 より回答す る方式 、または記

述方式 と した。 アンケー ト結果は複数 回答の もの も含めて全 て百分率(%)で 表示 し、表 や

グラフで表 した。

(2)結 果 と考察

① 集計結果

ア 中学3年 生対象ア ンケー ト調査 の結果

中学生対象のア ンケー トは、都心部の 中学校1校 と多摩地域 の中学校1校 の計2校 を対

象 に行い 、両 中学校 ともに回収率 は88%で あった。

配布数(=在 籍数) 回収総数 (回収率) 男 % 女 %

A中 90
一

79 88 42 53 37 47

B中 200 176 88 86
1

49 90 51

計 290 255 88 128 50 127 50

問1で は 、現 在 希 望 してい る進路 先 を聞 い たが 、専 門 高校 を希望 して い る生 徒 は17%で あ

り、 ほ とん どが 普 通 高 校 を希 望 して い る 。 問2で は 、専 門 高 校(農 業 ・工 業 ・商 業)を 進 路

先 と して考 え た こ とが あ るか を聞 い た とこ ろ 、3割 強 の 生徒 が 考 えた こ とが あ る と答 え て い

る 。問1と 問2の 結 果 か ら推 測 す る と、専 門高 校 へ の 進 学 を考 えた こ とは あ る もの の 、 最 終

的 に は普 通 高 校 を進 路 先 に選 ん だ 生徒 が約16%も あ る こ とが 分 か る。
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問3で は 、 専

門 高校(農 業 ・

工 業 ・商 業)に

対 す る イ メ ー ジ

を聞 い た ところ、

「専 門的 な知識 ・

技 術 が 身 に 付 け

られ る」、「資 格

問1希 望 している進路先

就職5%＼
未 定 その他

1%

合高校

撫 校ノ/
17%

普通高

77%

問2専 門高校 を進路 先 と考 えた こと

があ りますか

な し

67R

ある

3%

専門的な知識・技術が身に付けられる

資格取得ができる

卒業後の就職に有利

実験・実習が多い

専門的な施設・設備が整っている

普通教科の授業が少ない

自分で選択できる科目が多い

多様な教材がある

卒業後の進学に不利

卒業後の進学に有利

文化祭等の学校行事が盛んである

少人数制の授業がある

その他

卒業後の就職に不利

専門高校のイメージ(%は 全体に占める割合)

取得がで きる」、「卒業後の就職に有利」 とい うイメー

ジを持 って いる生徒が多 かった。 しか し、専門高校

の特色 ともいえる 「少人数制 の授業」、「多様な教材」

について はあ ま り理解 されていない ようである。

問4で は、農業 ・工業 ・商業の専門高校 相互 の協

力 によ り専 門科 目の選択肢が増 えることについて聞

いた ところ、大半の生徒が他の専門高校の専 門科 目

の授 業 を受 けるこ とが良 いこ とだと考 えている。

zoo 人

問4他 の専門高校の専門科 目の授業が

受 けられ ることは良い ことだと思い ます か

えない

28%

思わない

4%
一つ

%

思

70

専門高校の授業の内容や様子が知りたい

大学や専門学校に進めるようにしてほしい

もっと入学しやすくしてほしい

その他

専門高校への要望(%は 全体に占める割合)

0

人

14
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問5の 専 門高校への要望では、専 門高校の授業の内容 や様子 を知 りたい と答 えた生 徒が 半

数近 くいた 。その結果、中学生が専 門高校の内容 をよ く理解 してい ない ことが分か り、専 門

高校の理解 を促すための何 らかの専 門高校側の対応 が迫 られている。

イ 高校2年 生対象 アンケー ト調査 の結果

高校生対象の アンケー トは、クラス数の 関係で工 業高校 の割 合 が高 くな ったが 、全 体 で

800を 超 える回答 があった。男女構 成 については全体ではほぼ半数ずつで あった。

配布数(=在 籍数) 回収総数 (回収率) 男 % 女 %

工 業 404 351 87 247 70 104 30

商 業 288 254 88 65 26 189 74

農 業 250 233 93 74 32 159 68

計 942 838 89 386 46 452 54

問1で は、現在学んでいる専 門科 目の種

類 についての満足度 を聞いた ところ 「満足

してい る」 と 「満足 していない」生徒 が両

方 とも2割 程度である。

問2で 選択科 目が増 えた方が いい か につ

いて聞いた ところ、増 えたほ うが良 い と答

えた生徒 は6割 近 くにのぼってい る。

問3で 授業 を中心 とした専 門高校 問の交

流 について聞いた ところ、半数以上 の生徒

自由に選択 できる科 目の数が今 まで以上

に増 える と良 いと思い ますか。

どちらともい

えない

30%

思う

57%

が 「どち ら と もい え な い」 と答 え て い る 一

方 で 、「必 要 で あ る」 も3割 近 くあ る。

問4で 、将 来 の進 路 を決 め る 上 で 他 の専

門高 校 の 知 識 、技 術 を学 ぶ こ とが 参 考 に な

る か につ い て聞 い た と こ ろ、約 半 数 の 生 徒

が 「どち ら と もい え な い」 と答 えて いるが 、

約3割 が 「必 要 で あ る」 と答 え て い る。

問5で 、専 門 高 校 相 互 の協 力 に よる 専 門

科 目の 増 設 につ い て 聞 い た と ころ 、 魅 力 を

間1現 在 あなたが学 んでい る専 門科 目の種類

に満足 してい ますか。

満足してい
満 足してい

る

錨2

授 業を中心 と して他の専門高校の生徒や

先生 と交流 することをどう思 いますか。

どちらとも

いえない

52%

必要でない

20覧

将 来の進路 を決 める上 で、他の専門の知識 、

技術 を学 ぶことをど う思 いますか。

どちらとも

いえない

55%

必要である

2$%

必要でない
17%

感 じてい る生徒が4割 以上お り、それについて比較的生徒の関心が高い ことが分 かった。

一6一



問6で 社 会 に対 す る視 野 を広 げ るた め に

も他 の専 門 高 校 の 知 識 、 技術 を学 ぶ こ とを

ど う思 って い る か を 聞 い た と こ ろ 、 「必 要

で あ る」 が 、「必 要 で な い 」 の 倍 以 上 あ っ

た 。 しか し、 「どち ら と もい え な い 」 と答

えた 生 徒 も半 数 近 くい る 。

問7で 実 際 に他 の専 門高 校 の 科 目が 選択

可 能 に な っ た場 合 に選 択 す る か を 聞 い た と

こ ろ 、 「思 う」 「思 わ な い 」 「ど ち ら と もい

どちらとも

いえない

48%

視野 を広げるために他 の専 門の知識 や

技術 を学ぶ ことをどう思 いますか。

専門高校 間が協 力 し、選択 で きる専 門科 目

が増える ことに魅力 を感 じますか。

感 じる

43%

他 の専 門高校 の専門科 目を選択 できると し

た ら、選択 してみ たいと思 いますか。

どちらともい

えない

35%

思 う

33%

えない」がそれぞれ3割 程度であ った。

その理由 と して挙 げ られた生徒の意見は多岐にわたっていたが、抜粋 して挙 げる と主 に以

下の ような内容であ った。

他の専門高校の科 目を選択 したい理由 としては、他の専 門を学ぶ ことで視野が広 くな り、

社 会 に出た と きに役立つ 、自分の専門 にとって も身近であ る、何 で も勉強 してみる ことはい

い ことだなど とい った意見があ った。

《生 徒 の声 》他 の 専 門 高 校 の 科 目 を選 択 した い と 「思 う」 理 由

・農 業 高 校 、 工 業 高 校 の こ とが い まい ち よ くわか らない か ら、 視 野 を広 げ るだ け で も よ

い 経験 に な り 学 ぶ こ と に よ って 、知 識 や技 術 も身 につ き、社 会 にで た と き に役 に 立

つ か も知 れ ない か ら。

・農 業 や 商 業 の 専 門の 勉 強 をす るの は 、 マ イナ ス に は な らない と思 う し、工 業 と は 違 っ

た 専 門 科 目を学 んで み たい と思 った事 が あ る か ら。

・この 前 、動 物 園 に行 っ た ら、 ア ー ク溶接 の資 格 を持 っ て い る とよい とい うこ とを 耳 に

して 、 も しか した ら、何 か 役 に立 つ と思 い ます 。

・工 業 は商 業 に とっ て とて も身 近 な存 在 にあ る と思 うか ら。

・工 業 高 校 の 知 識 を必 要 とす る職 につ い て も商業 や農 業 の知 識 も仕 事 で 必 要 に な る と思

うか ら。

※ 本報告書 における 《生徒の声》 について は、生徒が書 いた ままの文章 を掲載 した。
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また、逆 に他の専 門高校の科 目を選択 した くない理由 と しては、興味が ない という意見 が圧

倒 的に多かった。その他の理由で は、現在 やっている専 門 を一生懸命 や りたい とい う意見 や

現在 の専 門だけで精一杯 とい う意見があった。

《生 徒 の声 》 他 の 専 門 高 校 の 科 目 を選 択 した い と 「思 わな い 」理 由

・全 く興 味 が な い か ら。農 ・工 ・商 は、違 う と思 うか ら。

・興 味 が な い 。今 は工 業 や 商 業 よ り農 業 をち ゃん と学 びた い 。工 業 ・商業 は そ の 後 、 必

要 と思 っ た ら学 ぶ 。

・私 は 商業 の知 識 や技 術 を学 び に商 業 高校 に 来 た ので 、 も しも、 農業 ・工 業 の専 門 科 目

が 選択 で きる よ うに な っ て も、あ ま り興 味 が な いの で 、 や って み た い と思 わ な い 。

・余 計 な こ と を広 く浅 くよ り、行 った学 校 が得 意 とす る専 門科 目 を深 く学 び た い か ら。

・今 は 商業 科 目だ け で大 変 な ん で 、別 の 知 識 を取 り入 れ る余 裕 が な い 。

どち ら と もい え な い理 由 と して は 、他 の 専 門科 目の内 容 が よ く分 か らな い の で 、 現 時 点

で は 判 断 が で きな い とい う意 見 が ほ とん で あ っ た 。 その 中で も、 内 容 が は っ き り して 、 自

分 が 興 味 の もて る 内容 な らば選 択 して み た い と考 え て い る意 見 が 多 か っ た 。

《生 徒 の 声 》他 の専 門高 校 の 科 目 を選 択 す る か ど うか 「ど ち らと もい えな い 」 理 由

・どん な科 目が あ る か わ か らな いか ら。 で も面 白 そ うな のが あ れ ば 、 や って み た い 。

・実 際 に な って み な い と分 か らな い。 農 業 や工 業 は 、 どう い う こ と を勉 強 す るの か 分 か

らな い か らQ

・好 き な科 目が あ れ ば や りたい とは思 うが 、嫌 い な科 目ばか りだ った ら、 選 択 した い と

は 思 わ ない 。

・自分 は 初 め か ら工 業 を選 んで 、今 授 業 を受 け て い るの で 、そ れ だ け で 満 足 して い る か

ら、 他 の専 門科 目は特 に や りた い とは思 わ ない 。

・農 業 や 商 業 で もち ょっ と触 れ て み たい 選 択科 目は あ る と思 うけ ど、 自分 は工 業 高 校 に

入 りた くて 入 った か ら、今 は工 業 の 選 択 科 目で精 一 杯 か も。

② 考察

今 回のア ンケー ト調査の結 果では、中学生では農業 ・工業 ・商業の専 門高校相互の協 力 に

よ り、専 門科 目が増 えることを よい と思 う生徒が7割 もいたので、この こ とか ら、高校 入

学後 は自校 の授業 だけで な く、他の専 門高校での授業 も受 けてみ たい と思 っている生徒 が

多い といえる。また、高校生 に対 するア ンケー ト結果では、 自由選択科 目が増 えるこ と を

よい と思 う生徒が半数以上い ることや各専 門高校が協 力 して選択科 目を増 やす こ とにつ い

て4割 の生徒が関心 を もっていた。 このこ とか ら、他の専 門高校 の科 目に興味 のある生徒

が多い ことが 分かる。

以上 の ようなア ンケー ト結果か ら他 の専 門高校の授業 を受ける ことへ のニーズが分 か っ

たので、本研 究では専 門高校間で学校 間連携 を行い 、専門高校の生徒 が 自分 の専 門で は な

い授業 を受け る機会 を設定 した授業実践 を行 った。

一8一



3事 例研究

(1)事 例1商 業高校 における 「農業 ・工業高校生のための売買取引実習」

① 題材設定理 由

同 じ専 門高校生 とい って も、学科 に よ り学 習 してい る 内容 は様 々で あ る。今 回の授 業 を

「売 買取引実習」 としたの は、他の学科の生徒 で も、消費者 とい う立場 は経 験 してい る と考

えたか らである。そ こで、生徒 の普段 の買 い物 も企業間(生 産者 ・売買業者 間)の 取 引 も、

どち らも売買取 引であ るとい う意 識 を持 たせ た上で、実習に取 り組 ませ る ことに よ り、売 買

取引 の仕組 み を理 解 させたい と考えた。

また、近年重 要視 されて きている 「環境 問題」 は、売買取引 において も欠 くことので きな

い課題 である ことか ら、法律 的側 面か ら授業 を展開 し、生徒 の 日常生活 や今 後の学習 に活 か

されるこ とを目指 した。 なお、実 習は、商業高校の特色であ る総合実践室 で行 い設 置 されて

いる機 器な どを使用 す ることと した。

② 学習展 開

ア テーマ名 農業 ・工業高校 生のための売買取引入門

イ 実 施科 目 ビジネス基礎

ウ 生徒 数9名

工 本 時の 目標

(ア)日 常 の買い物 も企業間の取 引 もどち らも売買取引である ことを理解す る。

(イ)売 買取 引におけ る言葉遣い ・代金決済の方法 について学 ぶ。

(ウ)売 買取 引におけ る環境 問題 について学 び、一人 ひと りの環境 に対する意識 を喚起す る。

(工)普 段 の学習内容 との関連付 け を図 り、今後の学習 に生かす。

オ 指 導上の留意点

(ア)生 徒が商業 分野 を初めて学 ぶ ことを踏 まえ、専門的な内容 はで きる限 り避 ける。

(イ)作 業については、生徒 の進 行状況 を把握 し、適宜指示 を与える。

(ウ)生 徒 自らが発 言で きる よう配慮す る。

力 本時の展 開(2時 間扱 い)

過程 学 習 内 容 生徒の学習活動 指導上の留意点

導 ・学習 内容 の概 要説 明 ・プ リ ン トに記 名 ・プ リ ン ト配布

入 ・プ リ ン ト記 入 を促 す 。

1売 買取 引 と実際の取 引

①売買取引 ・プ リ ン ト記 入 ・売 買取 引e日 常 の 買 い 物 で

展 ②実際の取引 あ る こ とを認 識 させ る 。

・電話 のかけ方の実習 ・電 話 をか け る。 ・電 話 機 の使 用

・電 話 を受 け る ・通話 相 手 を指 定 す る 。

開
・取 引 の 交 渉 をす る。 ・最 初 は 、応 対 例 な しで 取 り

組 ませ 、 そ の後 、応 対 例 を提

示 す る 。
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・代 金決済の方法 ・実 物 等 をモ ニ タ ー に 提 示 す

・小 切手作成 実習 ・小切手 を作成す る る 。

・ゴム 印押 印 ・チ ェ ッ ク ラ イ タ ー の 使 用

・チ ェ ッ ク ラ イ タ ー 印 字 ・生徒の作業状 況把 握

2売 買取引 と環境問題

①環境 問題 とは、 どの よ ・各 自の 教 室 の ゴ ミ箱 の ・諸 問 題 につ い て 、 簡 単 に 説
展

う な こ とか を考 え る。 数 を数 え、種類 を考 え る。 明 し、本時は ゴミ問題 に焦 点

を絞 る 。

・生 徒 か らの発 言 を 求 め る 。

②容 器 リサ イクル法 を紹 ・リサ イク ル の 必 要 性 に

介 す る 。 つ い て 考 え る 。

③ 家電 リサ イクル法 を紹 ・新聞記事の紹介

介 す る 。

④ ゴ ミ問 題 に対 して 、 自 ・生徒 自身の ゴミ問題 に対 す

開
分た ちがで きるこ とはな る意 識 の 向上 を 図 る 。

い か に つ い て 考 え る 。

・4つ のR

・環 境 に 関 す る 簡 単 な ク ・ク イズ 回答 ・生徒 の作業状況把握

イズ に挑 戦 す る 。 ・答 え合 わせ

・実 際 の リ サ イ ク ル 例

(ア ル ミ缶)を 紹 介 す る 。

整

・売 買 取 引 につ い て 整 理 ・各 自の感想発 表 ・プ リ ン トを基 に 本 時 の 授 業

す る 。 内容 を確 認 させ る。

理
・売買取引 にお ける環境

問題 に つ い て整 理 す る 。
巳

【生 徒 の声 】

○ 電 話 の か け方 の実 習 につ い て

・自分 の こ と を私(わ た く し)と い っ た り
、普段 よ りもっ とて い ね い な言 葉 づ か い い で 難 し

いo

・知 ら ない 人 と話 す と き、 見 本 み た い な紙 が ない と不 安 。

○ 小 切 手作 成 の 実 習 につ い て

・小 切 手 な ん て 一 生作 る こ とは な い と思 うの で い い経 験 が で きた
。

・小切 手 を作 れ て 感 激 した
。 これ か ら先 、 切 る こ とが あ る とい い と思 う。

○ 環 境 問 題 に つ い て

・法律 につ い て学 習 して い る とは思 わ なか っ た
。

・い らな い もの は 買 わ な い 。 しっか り分 別 。

③ 授 業 後 の 考 察

ア 授 業 の 評 価
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(ア)売 買取引の基本的 な仕組み を理解 をす ることがで き、普段 の学習 内容 との関連付 けが

で きたか。

(イ)売 買取引 にお ける 「環境問題」について理解 をする ことがで き、一人ひとりの 「環境」

に対す る意識が高 まったか。

イ 授 業観察 か ら気付 いたこ と

・電話のか け方 の実習 では、会話の台本 を見 なが ら行 ったが、普段使 い慣 れない言葉 のせ い

か 、途 中で会話がつ まって しまう場面が見受 け られた。

・小 切手作成実習で は、 どの生徒 もとて も丁寧 に、また恐 る恐 る記入 ・押 印等 を していた。

また 、小切手への誤記入 を訂正す る際、ため らうことな く修正液 を使 お うとした生徒 が お

り、文書作成 の基礎知識のが ない ことが分かった。

・環境問題 につ いては、商業高校で、関連する法律の学習 を している ことに生徒 は非 常 に驚

い た様子で あ り、ゴ ミを分別す ることの重要性 や必要性 を感 じ取 った ようである。

・農業高校 と工業高校 では、普段 において学習 で実習 に多 くの時間が割かれてい ること もあ

り、実習時 は非常 に積極的 に取 り組んでいた。 しか し、授業時間が長かったこともあるが、

講義で は集 中力が幾分 欠けてい た。

売 買取 引の交渉 をする 小切手 に会社名 を押印す る

ウ まとめ

今 回の授業 は、生徒 が商業分野の授業 を初めて受 けるため 、内容的 にも限界があ り、展 開

に苦労 した。 しか し、生徒 は総合実践室の設備等 に大変興味 を示 し、真 剣 に学習 に取 り組 ん

で いた。

電話の かけ方 の実習 では、慣れ ない言葉遣いに戸惑 った様子 だったが、それぞれの役割 に

な りきって応対 を していた。実習 中の生徒 の声 が他 の生徒 に聞 こえる ように工 夫す ると、 よ

り効果的 な指導が で きた と考 え られ る。

小切手作成 の実習 は、生徒の感想 に もある ように大変印象深か った ようである。実物 同様

の小切手 を生徒 自身の手 で作 り上げ ることによって、小切手の作成に対 する理解 を深め てい

たが 、小切手 の誤記入訂正の方法 については、説 明が不足 していた と反省 している。

また、「環境 問題」 については、生徒一人 ひと りの意識 の向上 が見 受 け られ た。 まず は 自

分か らとい う意識が芽生 え、その意識 を行動 に移 し、持続 させていける よう、継続 的な指 導
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の必要性 を感 じた。

さらに、電話 をか ける際の言葉遣いや小切手作成の際の誤記入の訂正方法 な どは、売 買取

引 に限 らず 、社会生活 を送 る上で も必要 な知識である。 これ らの指導 は、 どの専門高校 にお

い て も、進路指導の一環 としての 「マナー教育」 などで行 われるべ きだ と考 える。

(2)事 例2農 業高校 にお ける 「工業 ・商業高校生のための食品製造実習」

① 題材設定理 由

農業高校の科 目には、園芸、土木、食品、畜産の4つ の分野 に関す る ものがあ るが 、そ の

中か ら、工業高校や商業高校の生徒 を対象 に して、興 味が もてるこ と、学習が しやす い こ と

を条件 とした題材 を選 び授業計画 を考えた。

食品分野 は、様 々な農業の内容が含 まれた分野であるので、都立A農 業高校の食 品科 学科

での授業 を通 して、食 品製造か ら見た環境学及 び農業 について学習す るこ ととした。食品科

学で は、大量生 産、大量販売 を基本 としてい るので、 ものづ くり 「マ ドレーヌ」製造 を題材

として、環境 、農業 、食品製造 を自らの手で作 りなが ら学び楽 しむ授業 を 目指 した。

② 学習展 開

ア テーマ名 マ ドレーヌの大量生産

イ 実施科 目 農業科学基礎

ウ 生徒 数8名

工 本時の 目標

(ア)自 給率 を学ぶ 。

(イ}マ ドレーヌの作 り方 を学ぶ。

(ウ)食 品の環境 、安全性 を学ぶ。

オ 指導上 の留意点

(ア)専 門用語 に注意す る。

(イ}系 統立 っていないので興味 を持 てる話 にす る。

(ウ}機 械 に よるけがに注意す る。

(_一)自主性 を持 って製造 を行 うようにす るため、食品科学科 の生徒 の援助 の もとに行 う。

(オ)食 品環境 につ いて理解で きるようにす る。

力 本時の展 開(2時 間扱 い)

過
程 指導項 目 学 習 活 動

興味 ・関心 の

内容
指導上の留意点 使用器具等装置類

プ レテ ス 輸 入食品 ・食 品の 食品環境の問 楽 しくクイズ形式 プ リ ン ト

活 ト 安全性 ・遺 伝子 組 題点 につ い て で 理 解 を進 め る 。

動
の み替 え ・自給 率 ・ 理解 してい る

ま

じ`
洗 剤 とプ ラ ン テ ー か

め シ ョ ン農 業 の ク イ

ズ

製造方法 製造原理説明 シ ュ ガ ー バ ッ 製造原理 を学 び食 デジ タル天秤
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の説明 製造方法説明 タ ー 法 と べ ー 品添加物 につ いて 粉振 るい

機械製造 キ ングパ ウダー 学 習 す る。 砂糖振 るい

計量 の 化 学 に よ っ 生地の膨 らむ方 法 ボ ー ル

活
粉振 るい て膨 らむ と い 2種 類 を学習 す る。 ミ キ サ ー

ミキ シ ング う原理 化学反応式 泡立て器

上白糖混合 計量方法

動
卵黄混合 機械製造の注意点

卵 白泡立 て 機械 の使 い方 泡立ての意味

卵白小麦粉混合

混合の仕方 グル テ ン を 出 さな マ ドレー ヌ型
の

気泡 を消 さな い 意 味 。

分割 い で きれ い に

混合 す る 。 絞 り出 し袋 の使 い グ ラ シ ン紙
展

方

しぼ り袋

焼成 焼 成の注意
開

冷却 上 白糖の性 質

色 が付 く理 由 カ マ ス袋

袋詰め 感想

試食

ま とめ 食品製造上 で環境 廃 液 と合 成 ヤ シの実 原料洗

活 感想 破壊 が起 きる もの 洗剤 剤 と農業
動
の は何 か 。 食品は農業 、科 学

ま

と
作業 中気 付 いた点 の上 に成 り立 っ て

め は何 か 。 い る こ と につ い て

学 習 す る。

【生 徒 の 声 】

○ 農 業 高 校 で 授 業 を受 け る前 の イ メ ー ジ

・農 業 高 校 だ か ら牛 や 、畑 仕 事 ば か りか と思 っ た 。

・農 業 高 校 だ か ら野 菜 を育 て てい る と思 った 。

○ 農 業 高 校 の 授 業 を受 け てみ て

・食品 もや るの だ な と思 っ た
。

・食 品 を大 量 に作 る と き機 械 を使 う んだ な と思 っ た
。

○授 業 は楽 しか っ た か 。

・お も しろか った
。 楽 しい 授 業 をや って い る と思 っ た。

・楽 しそ うで あ るが 準 備 や 後 か た づ け が大 変 そ うだ と思 っ た
。

○ 選 択授 業 に農業 食 品 が あ っ た ら選択 す る。
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・楽 しい か ら全 員 選 択 す る。

○ 農 業 食 品製 造 を選 択 す る理 由

・食 品 に興 味 が あ るか ら。 ・農 業 に興 味 が あ るか ら。

・他 の 世 界 を知 る こ とが 出来 るか ら。 ・工 業 高 校 で は知 らな い世 界 だ か ら。

・楽 しそ うだ し、 こ う ゆ うの が好 きだ か ら。 ・どん な風 に 食 品が 出来 るの か が わ か るか ら。

○ 農 業 の 授 業 を受 けて み て今 後 役 に 立 つ と思 い ます か 。

・内 容 に よ る と思 うが 役 に立 つ 。

・自分 が 将 来 や りたい こ とが 見 つ か らな くて 悩 んで い る と きな ど、 こ うい う授 業 を受 け れ ば

何 か 見 つ か るか も しれ ない か ら。経 験 が 大 切 だ と思 う。

・他 の 世 界 を知 る こ とが で きる か ら良 い
。

・役 に立 つ か ど うか は わ か らな い 。
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マドレーヌ完成

③ 授 業 後 の 考 察

ア 評 価 の 観 点

(ア)マ ドレー ヌの 製 造 原理 が 理 解 で きた か 。

(イ)機 械 、 道 具 の 使 い 方 を覚 え たか 。

㈲ 食 品環 境 が 理 解 で きたか 。

(-L)「 食 品製 造 、 もの づ く り」 に対 す る意 識 が 高 まっ た か 。

イ 授 業 観 察 か ら気 付 い た こ と

・2時 間 で製 造 実 習 と講 義 行 っ たの で 、授 業 の進 度 が 速 くな り、生 徒 が十 分 に理 解 しな い う

ち に授 業 を展 開 す る こ とに な った 。 また 、 食 品科 学 科 の 生徒 で も一 番 楽 しい とい う感 想 を

もつ 学 習 内 だ っ た の で 、楽 しい授 業 の 印 象が 強 く残 った よ うだ 。工 業 や商 業 の 生 徒 に も準

備 か ら後 片 付 け ま で を行 わ せ る こ とに よ り、生 徒 の 反 応 も また変 わ っ た もの と思 わ れ る 。

・食品 製 造 の 中で 環 境 につ い て 取 扱 うが 、様 々 な情 報 と知識 が な い と理 解 しに くの で 、2時

間 の 授 業 だ けで は興 味 だけ で 終 わ っ て しま う。

・製 造 品 目が 菓 子 だ っ たの で 、 生徒 は興 味 を持 って積 極 的 に取 り組 む こ とが で きた。

・生 徒 の 顔 が 生 き生 き して い て 楽 しくで きた
。

ウ ま とめ
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今回 、他の学科の専 門高校の生徒 に対 して実施 した授 業及び生徒 のア ンケー ト結 果か ら、

自分の専 門教科以外 に、他科の専 門教科 について も必要であ ると考えている ことが分か る。

実際 に、授業 を実施す る中で、異 なる学科 の専 門教科であ って も、生徒 は興味 ・関心 を示

し、積極的 に授業 に参加 していた。

今後 、各専 門高校 は、他 の専門学科の専 門教科 も視野 に入れた学習の機会 を検討 す る必 要

があ る。選択科 目を多 く設定す るこ とで、一人で も多 くの生徒 に対する興味 ・関心 に応 える

こ とが可 能 とな り、学習意欲の向上 、中途退学の防止への効果が期待 で きると思われ る。

(3)事 例3工 業高校 における 「農業 ・商業高校生 のための染色実習」

① 題材設定理 由

工業 高校 は農業 高校 や商業高校 と比べて学科が細分化 されているため 、 どの学科で事例 研

究 を行 うか議論 となったが、諸条件 を考慮 し、 カラー リングアーツ科で行 うこ ととし、基礎

的科 目である 「工業 技術 基礎」 を取 り上げ た。本科 の学習 は、着色 ・デザ イ ン ・化学 の3分

野 に分かれてい るが染色の 「ものづ くり」の基礎 を題材 としての取 り上 げた。

また、新教育課程 におけ る 「工 業技術基礎」では 「環境保全」 の要素が新 たに加 わって い

るため、「環境 問題」 に対す る関心 を高め る指導 法を工夫 した。 さ らに、生徒 自ら考 え、 判

断 し、創意工夫 して問題 を解決する力 を育成す ることを目指 した。

② 学習展開

ア テーマ名 天然染料及び合 成染料 に よる木綿染め

イ 実施科 目 工業技術基礎

ウ 生 徒 数9名

工 本時の 目標

(ア)浸 染の基本的 な技術及び染 色方法について学ぶ。

(イ)天 然染料 と合成染料の相違 について理解す る。

(ウ)染 色 を通 して環境 に対 して配慮する ことの重要性 を意識す る。

(工}「 ものづ くり」 に対 する意識 を高め、生徒各 自の専 門の学習 に生かす。・

オ 指導上の留意点

(ア)本 科の生徒が対象で はないので、専 門的 な用語の使用 に注意す る。

(イ)天 然染料 と合成染料 との違い を認識 させ 、「環境へ の配慮」 を意識 させ る。

(ウ)生 徒の創意工夫 を生かすため、作業 中の指示 を極力控 えて作業 させ る。

ω 「ものづ くり」 に対す る意識向上のため、作業上の工夫等 を検討 させ る。

力 本時の展開(2時 間扱い)

過
程

指導項 目 学 習 活 動
興味 ・関心

の内容
指導上の留意点

使用器具

等装置類

活
動
の

プ レ テ ス

ト

合 成 染 料 ・天 然 染 料 ・

環 境 へ の 配 慮 な ど に つ

い て の プ レテ ス ト

天 然染 料 と

合 成染 料 と

の違 いにつ

天然染料 と合成 染料 の違

いに注 目させ る よ うにす

る。
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は い て

じ 染色 法 の プ リ ン トを参 考 に して

め 確認 染色処方 を確認す る。

色素の抽 タマネギの皮 を煮 出 し 天然素材か 染料 成分(色 素)の 取 り 湯煎

出 て色素 を抽 出す る。 らの色素 の 出 し方 に注 意 させ る 。 ザ ル等

ザ ル等 で こ し、 染 液 を 抽 出 ビ ー カ ー

冷 ます 。 上皿天秤

活
直接染料 プ リ ン トに従 っ て染 浴 合成染料 に 合成染料 の準備 と並 行 さ

に よる染 を準 備 す る 。 よる染色法 せ 、 違 い を分 か りや す く

動 色準備 す る 。

染料 の様子 な どに注 意 さ

の せ る 。

染色 布 を入れて煮沸染色 均染 班の全員 が作業 に加 わ る

展 よ う にす る 。

均染 を心がけ させ る。

開
媒染 媒染剤 を選 び、媒染 を 媒染剤 と発 3種 類の媒染剤 に よる発

行 う 。 色 す る色 の 色の違い に留 意 させる。

関係

仕上げ 水 洗 ・乾燥 を行 い 、 作 乾燥後の発色状態に注意 乾燥機

業 を完 成 させ る 。 を払 わ せ る。

ま とめ 天然染 料 と合 成染料 の 天然染 料 と 発色の状況、天然染 料 と ポ ス トテ

活 ポ ス トテ 違 い につい て検 討す る。 合成染料 と 合成染料の違い、 環境 へ ス ト

動 ス ト 染料 と環境の関係 につ の違い の影響 の度合い、工 夫 し

の い て検 討 す る。 環境へ の配 た点等 を検討 させ 、 ま と

ま 作業 中に気が付いた点、 慮 め る よ う に指 示 す る。

と 注意 しなけれ ばな らな 工夫 した点

め い点 な ど を検 討 し、 ま

とめ て 、 発 表 す る 。

【生 徒 の声 】

○ 作 業 直 後 の 発 表 で

・赤 い液 に布 を 入 れ る時 、時 々 ビー カ ー か ら出 して ガ ラス棒 で こす り落 と しなが らや る の が

ポ イ ン ト。

・なべ の真 ん 中 に ビー カ ー を入 れ る と中 身が 沸 騰 して い くの で蒸 気 で熱 くな る 。

・タマ ネギ の皮 をつつ い た ら色 が よ く出 て きた。

○ ポ ス トテ ス トで

・タマ ネ ギ は い ろ ん な色 に変 わ るの だ な 一 と よ くわ か った 。 も しか した ら他 の野 菜 で もで き

る か も しれ な い とい う興 味 が わい た 。
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・こ ん どは 、服 とか をそ め て そ れ を着 て歩 きたい 。

・自然 界 の もの で色 を染 め るの と、石 油 が 原 料 で 化 学 的 に 人 間 が作 り出 した染 料 とで は 色 が

布 に 定 着 す る速 さが 違 い 、色 あ い が 自然 の方 はや わ らか い感 じだ っ たの に対 して 化学 的 の

物 の方 は か た い 感 じが した 。

・思 っ て い た よ りも実 際 に出 来上 が る色 が 原 液 よ りも違 っ て い て 、色 合 い な どを調 節 し な く

て は い け ない こ とが 分 か りま した 。

・(環 境 に 対 して)や さ しい とい う考 え方 よ り も地 球 に とっ て サ イ ク ルが よい 。 つ ま り 「地

球 に 還 元 す るサ イ クル 」 と考 えた 方 が 良 い ので は ない か と思 っ た 。

・(廃 液 は)廃 液 タ ン ク に捨 て て 、 少 々 お金 はか か るが 、業 者 に専 門 的 に処 理 して も ら う べ

きだ と思 う。

壕ぎ㌦ 憂

、:評輻!

・彊 写
玉 ね ぎの皮か ら色素 を煮 出す

麺 吻
過 淵

♂ 〆.滞L

合成染料 ・薬剤 を計 りとる

③ 授 業後の考察

ア 評価の観点

(ア)浸 染の基本的 な技術及び染色方法 を理解す るこ とがで きたか。

(イ)天 然染料 と合成染料の相違 について理解す るこ とがで きたか。

(ウ〉 「環境への配慮」 とい うことに対する意識 が高 まったか。

◎⇒ 「ものづ くり」 に対す る意識が高 まったか。

イ 授業 観察か ら気付 い たこと

・農業高校生 と商業高校生 とでは、器具の取 り扱 い方 、工程の進め方 などでか な り違い があ

り、それぞれの学科の特質 を生徒 が身に付 けているこ とが分か った。

・生徒 は、非常 に細かい点 まで観察や考察 を行 っている。媒染剤の種類 による発色の相違 や

それぞれの染料の色合いの特徴 など、観 察 ・考 察のポイン トを しっか りと押 さえていた。

・廃 液の処理 について疑問の声 があったが、作業 中は質問がなか った。 「環 境へ の配慮 」 に

対 して、作 業 中に意識 してい るかは確認 で きなかったが、ポス トテス トに よ り意識 を して

いる ことが確 認で きた。

・色合い をきちん と調節 したい、実際に洋服 に してみたいな どとい った意 見 があ り、「もの

づ くり」とい う工業の基礎 、基本の理解 も少なか らず芽生 えた。
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ウ ま とめ

説明 を抑 え、「ものづ くり」 に集 中させ たことに より、色素 をよ り多 く取 り出す た め に皮

をつつい た り、湯煎 に ビーカーを入れる時の位置 を工夫 してみた りな ど、生徒各 自が考 え、

工夫 して作業 に取 り組 めた。 また、授業 の最後 に、染色作業後 に気付 いた点や工夫 した点 を

まとめ て発表 させ た、生徒が表現する場面 を設 けることがで きた。発表す るこ とを通 して 自

らの作業内容 を点検 ・吟味 し、「ものづ くり」 に対す る意識 を高め ることがで きた。

実習 を通 して、商業高校生 と農業高校生 の違 いが様 々な場面 で見 られた。例 えば、農業 高

校生 は天然染料 と合成染料の布への吸着 速度 の違いや媒染剤 の種類 に よって発色 が異な る こ

と、廃液の処理方法 な ど科学的 な 目で実 習 を捉 える傾向が強いのに対 して、商業 高校生 は、

柄 をつ けて染色 してみたい、自分で染色 した服 を作 って着てみたい、 とい うように布 に商 品

価値 を付 ける 目で実習 を捉 えてい た。

「環境へ の配慮」 に対 して は、プレテス トを行 っておいた こともあ り、全員 がポス トテス

トでその重要性 に触 れてお り、意識 を高めた ようであ る。ただ し、環境保全 に対 す る具体 的

な方策 が見 られなかったので 、今後、 よ り身近な題材 を取 り上げて、環境 問題 の多様性 に気

付 かせ る ことの必要 も感 じた。

(4)事 例4工 業 ・商業 分野 の視 点に立 った 「食品製造 の授業」

① 題材設定理由

農業高校の食品科学科では、素材 を生産す ることか ら商 品に して販売す るまで 、食 品製造

の授業 を通 して全 ての ことを学んでいる。 したが って農業 だけで な く、工業や商業 の専 門 的

学習 も必要 になって くる。例 えば、 より生産性 を上 げるためには、食 品製造 を自動化 ・機 械

化す る必要性 があ る。 また、製造 した食品 をよ り多 く販売す るには、商業科で学ぶマーケティ

ングについての知識が必要であ る。農業高校 の生徒 に、 これ らの内容 を身に付 け させ るた め

には、それぞ れの専 門の教員が授 業を行 うこ とが有効であ り、 これに よって よ り専 門的 な視

点で の指導が期待 で きる と考 え、研 究授業 を試み るに至 った。事例4で は、 「食 品製造」 の

授業 の中で 、工業 的内容 と商業的内容 を関連 させ た内容 について取 り扱 うことを試 みた。

ア 工業的 内容

農 業高校 の生徒 は食品素材 について学習 しているが、食品の生 産性 を上 げるため には使用

す る機器 に関す る 「工業材料」 について も理解す る必要があ る。そ こで 、「工業 材料 」 につ

いての授業 を実施 する ことで、材料の もつ性 質 と使用 され る環境 によって材 質が選ばれ てい

るこ とを理解 し、農業 と工業 の関連性や興 味 ・関心 を深め 、職業教 育 を全 体 と して考 える力

をは ぐくむ。

イ 商業 的内容

農業高校 の生徒 の学習内容 は、生産者の立場に立 った ものであ る。 しか し、生産者 は、単

に ものづ くりを していれば よい ということは な く、 ものの流通経路の把握や社会 や消費者 の

ニーズ を満 たす もの を生産す る必要があ る。そ こで、今 回の授業 は、商品の流通の基礎や 、

商 品のマーケテ ィングについて学習す ることによって、生 産者 としての意識 を高め させ たい

と考えた。授業 の内容 については、現在、「酒」 についての学習 を してい る こ とを踏 まえ 、

これ と関連性 を図 ることと した。
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② 学 習展開

ア 実施科 目 食 品製造 単元 「酒」

イ 生 徒 数 都立A農 業高校 食品科学科2年 生徒数39名

ウ 工業的内容

(ア)テ ーマ名 食品製造 に使 われ る工業材料一 ステンレス鋼 はなぜ さび ないか一

(イ)本 時の 目標

・農業 ・工業 ・商業 の関連性 を学ぶ。

・材料が環境 に及 ぼす影響 につ いて理解 させ る。

・材料の性 質を理解す るこ とによ り、今 後の学習に生 かす 。

(ウ)指 導上 の留意 点

・物理 ・化学 の知識 が どれだけあるか を確認 しなが ら進 める。

・農業が他分野 と関連 して発展 した歴史 を説明 して生徒 が興味 を もてる ように導 入 して

い く。

に)本 時の展 開1時 限 目(工 業 的内容)

過程 時間 学習 内容 ・学習活動 指導上 の留 意点

1.農 業 と工 業 の 関 連性 人類は、 よ り能率 的に食料 を確 保す る
導 5

プ リ ン トの 表 を埋 め なが ら、 農 業 ため に機械(道 具)が 発達 して きた こ

入 分
と工業の歴史的 なつなが りを確 認す とを説 明 す る 。

る 。

工業材料の分類

農業(食 品)の 素 材 と違 い、 機械 鉄 についての間違った知識 を正 す

を構 成す る部材は どの ような もの 鉄 は多 くの金属 の1つ である こ とを理

展 40 があ るか を分類する。 解 させ る 。

鉄の造 り方(還 元精 錬)

鉄鉱石か ら不純物 を除 く→石灰石 鉄は地球上 に存在す る上 では さび てい

酸 化 鉄 を還 元 させ る→ コー ク ス る状態 が安定 していることを説明する。

鉄 と鋼 の違い 不純物 が含 有 した鉄 を使用 して も問 題

元素 記号 は同 じ 「Fe」 が ない こ と を説 明す る 。

鋼 は鉄 に他元素 が含有 している。 図 を見せなが ら簡単 に説 明す る。
分

製品化の方法 炭素量 が多い。→硬 くて脆 い

鋳 造 ・圧 延 ・引抜 き ・押 出 し 炭素量 が少ない。→ やわ らか く伸 び る

炭素含有量 に よる性 質の違い

食品製造機械 に使われる材料 さび と酸化膜 との違 い を説 明 し、酸 化

金属の酸化 膜 を形成する金属 を使用 する こ とを理

食品加工 に使用す るには さびない 解 させ る 。

開 材 料 を使用する。

食品機械 によ く使 われる金属 なぜ よ く使 わ れ る の か説 明す る 。

さび と違 い密 着 して はが れ な い の で 、

酸 素 を浸 入 させ な い 。
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ス テ ン レス 鋼 腐 らな い とい うこ とは土 に戻 ら な い の

表面に酸化膜が形成 で 環境 に は よ くな い 。

さびが進行 しない い ま地球環境が どのよ うな状 況 にあ る

合成樹脂 か を理 解 させ 、環境 問題 に興 味 を もた

長 所 … 耐 食 性 に優 れ て い る 。 せ る 。

短所…環境破壊の原因 になる。

大気汚染 ・温暖化

工業高校生 の取 り組み を紹介

ま 廃 品分 別 ロ ボ ッ ト 材料の性質 を理解す る と材 質の違 い で

5 ス チ ー ル缶 …磁 性 が あ る。 分別回収が 自動 化で きる ことを説 明す

と ア ル ミ缶 …磁 性 が ない 。 る 。

分
ビ ン…通 電 しない 。

め 紙 パ ッ ク…つ か む とつ ぶ れ る 。

意見 ・感 想文

工 商 業 的 内容

(ア)テ ー マ 名 商業 分野 の視 点 に立 った 食 品製 造

(イ)本 時 の 目標

・流 通経 路 と流 通 の担 い手 につ い て 学 ぶ 。

・生 産 者 の 責 務 を理 解 す る 。(「売 れ る もの」 と消 費 者 ニ ー ズ との 関係 を理 解 す る)

・マ ー ケ テ ィ ン グの 必 要性 と手 順(基 礎)を 学 ぶ 。

・マ ー ケ テ ィン グ を通 して 、 もの づ く りの大 切 さを再 認 識 し、今 後 の学 習活 動 に生 かす 。

(ウ)指 導 上 の留 意点

・説 明 に 当 た っ て 、普 段 の学 習 内 容 との 関連 付 け を図 り、 で きる 限 り平 易 な 表現 に 努 め

る 。

・事 例 に は 、実 物 等 を提 示 し、生 徒 の 理解 を深 め る。

・生 徒 か らの発 言 の機 会 を設 け、 生徒 自 らが 考 え 、発 見 して い け る よ う努 め る 。

国 本時 の展 開2時 限 目(商 業 的 内 容)

過程 時間 学習 内容 ・学習活動 指導上の留意点

導 5 1.学 習内容 の概要説明 ・プ リ ン ト配 布

2.こ れ まで の学 習 を商 業 の 視 点 に 立 っ て み る ・必 要 に応 じて プ リ ン トに

入 分 と ど うな る か につ い て提 起 す る 。 記入 を促す。

1.流 通 の担 い手 とマ ー ケ テ ィン グの意 義

① 生産者一売買業者 一消費者の3者 によって流 ・現在の学習が どの立場 で

通 が 成 立 して い る 。 あ るか を理 解 させ る。

② 生産者は 「売れる もの」 を作 らなけ れば な ら

な い 。

③ 「売 れ る もの 」=「 消 費者 の ニ ー ズ 」

④ 「売れ るもの」 を生 産す るため にど うす れば
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よい か 。 → マ ーケ テ ィ ン グが必 要 で あ る こ と を ングが必要 である こ とにふ

確 認 す る。 れ る 。

2.マ ー ケ テ ィ ン グ の 手 順 ・手順 の内容 を順 を追 って

(生産者) 説 明す る。

展 40 製品
計画

市 販 在 販 販 ・生 産者 と売 買 業 者 の マ ー
士

場 売 庫JL売

調 → 計 管 → 撰 → 促

ケ テ ィ ング の違 い に気 づ か

せ る 。

査 画 理 定 進
仕入
計画

開 分 (売買業者)

3.事 例 紹 介

① ビール と発泡 酒の違 い ・製 法 な ど につ い て は既 に

価 格 ・酒税 な どの比 較 をす る。 学習済み。酒税等 につ い て

ふ れ る 。

② ビールお よび発泡酒 のシェァ ・日経 流 通 新 聞 よ り

大 手5社 の シ ェ ア を紹 介 す る。

③ シ ェ ア1位 のA社 につ い て

事業方針 に基づ く戦略 を紹介 する。

④ 発 泡 酒 の マ ー ケ テ ィン グ につ い て 、A社 の 製 ・2で 学 ん だ手 順 に 沿 っ て

品 を と りあ げ 、製 品 と して で きあ が る まで を 説 明 をす る。

紹 介 す る 。

整 5 1.生 産 者 と しての マ ーケ テ ィ ング の 意 義 ・重 ・プ リン トを基 に 本 時 の 授

理 分 要性 を確認す る。 業内容 を確認 させ る。

【生 徒 の 声 】

工 業 系 ・授 業 に興 味 を持 った 。

・身 の 回 りの 素 材 なの で 興 味 が わ い た 。

・工 業 の こ とは 知 ら ない こ とが 多 い の で非 常 に役 に立 っ た。

・日常 使 っ て い る もの を何 で作 られ て い る か な んて 考 え た こ とが な か った の で 非 常 に

こ れ か らは い ろ い ろ な方 向 に 目を 向 け て い きたい と思 い ま した 。

・食 品 と工 業 は 遠 い よ うで実 は工 業 が あ っ て製 品 が で き るの だ と知 りま した 。

商 業 系 ・普 段 な らわ な か った の で興 味が わ い た。

・商 品 は消 費者 の ニ ー ズ か らな っ て い る こ とが わ か っ た
。

・食 品生 産 と流 通 は つ なが っ て い る こ とが わ か っ た
。

・食 品 や商 品 を販 売 す る まで い ろい ろや る こ とが あ る こ とが わか っ た
。

・商 品 一 個 を売 る の に もた くさ んの 人 が 参加 して そ の 名 の通 り商 品 の流 れが 理 解 で き

た。
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○ 他教科の授業 を受けたいか。

工業系 受けてみたい2名 受 けた くない9名 どちらで も良い27名

商業系 受 けてみ たい34名 受 けた くない0名 どち らで も良い5名

③ 授 業後の考察

ア 評価の観点

(ア)工 業 に興味 を持 てたか。

(イ)素 材が理解で きたか。

(ウ)商 業 に興味 を持 てたか。

に)マ ーケテ ィングを理解で きたか。

イ 授業観 察か ら気付 いたこ と

・工業 の授業 は興味 がない と難 しく感 じられる ようであ るが、食品科 学科 の流 れの中で考 え

てみる と生徒 は理解 しやす く積極的 に受 け入れ ようとしてい る姿勢 がみ られ る。

・興味 がない と授業 を受 け入 れよう とす る姿 勢は見 られない。専門用語や高校物理、化学 の

専 門知識 を必要 とす るので敬遠 されると思われる。

・商業 はテーマが身近 なものだったので楽 しく理解 で きた と思 われ る。

・マーケテ ィングの授業 を受けてみたい とい う生徒 が多 くいる。

ウ まとめ

他校 に教員が 出向い て複数の専 門教科 の内容 を組み合 わせて効果 的に授業 を行 うためには、

授業の準備や打 ち合 わせ な どを綿密 に行 う必要性があ る。食品に関す る学 習 で は、 「食品 製

造」、「食 品化学」、「応用微生物」、「農業基礎」、「総合実習」等 の科 目を系統 的に学習 してい

るため 、1時 間や2時 間の授業では、興味 を示す こ とはあって も、知識 や技術 と して定着 す

る まで には至 らない。 しか し、 ここではで きるだけ専 門用語 を使用 しないで授業 を実施 した。

4研 究 のま とめ

(1)ア ンケー トか ら

中学生 に対す るア ンケー トでは、専門高校 を進路先 として考 えたことがある中学生のうち、

実 際にはその多 くが普 通科高校 を選択 している とい う現状が あった。その理 由 として、 中学

生 には専 門高校で行っている授業 内容が十分 に理解 されてい ない とい うことがあ るようだ。

また、中学生の多 くが、 自分が選 んだ専 門学科以外の専 門科 目の授業 も受 けたい と思 って い

ることが分か った。

高校生に対す るアンケー ト結果 か らは、他の専門科 目も含 め、選択科 目を増 や してほ しい

とい う要求 、関心が高 く、他の専 門科 目を学ぶ ことが 自分に とってプラス になる と考 えて い

る生徒が比較的多い ことが分かった。 しか し、他の専門科 目の内容が分 か らないため、判 断

で きない生徒 も多か った。 この ように他 の専 門分野 についての関心 が高 いこ とか ら、それ ぞ

れの専門学科 にお けるの基礎的科 目(農 業科学基礎、工業技術 基礎 、 ビジネス基礎 な ど)を

中心 に、他の専 門科 目の 内容の理解 を深 め させ るこ とが必要である と考 えた。
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(2>事 例 か ら

今 回 の事 例 で は、 農 業 ・工 業 ・商 業 の各 分 野 につ い て 、1回(2時 間 程 度)の 授 業 で あ る

程 度 理 解 させ る、 と い う制 約 が あ った の で 、各 専 門学 科 の 特 色 あ る施 設 を利 用 した 実 習 を行

う こ と に した 。 事 例1か ら3で は他 の専 門高 校 を訪 れ て授 業 を行 った 。 ま た、 事 例4で は そ

の 逆 に 、他 の 専 門高 校 の教 員 が 出 向 い て授 業 を 行 うこ と と した 。実 際 に授 業 が 行 わ れ た 内 容

は 、 商 業 分 野 で は多 くの商 業 高 校 で 設 置 され て い る商 業 科 の 内容 と し、 農業 、工業 分野 で は 、

多 岐 に わ た る分 野 の 中 で 、農 業 で は食 品 科 学 科 、工 業 で は カ ラ ー リ ング ア ー ツ科 と総 合 技 術

科 の 内 容 で 行 っ た 。 さ らに 、農 業 ・工 業 ・商 業 の全 体 を通 じて 、取 り組 ま な くて は な ら な い

「環 境 」 に関 す る視 点 を取 り上 げ た 。 問題 点 と して は事 例1か ら3で は 、 他 校 に 移 動 し な け

れ ば な らな い こ とや 実 習 で あ っ た こ とか ら実 際 に授 業 を受 け た生 徒 が 少 な か っ た とい う こ と

が あ げ られ る 。

事 例1で は 、 「ビ ジ ネ ス基礎 」 にお い て 、 農業 や工 業 で 生 産 し た もの が 流 れ て い く先 に あ

る 、売 買取 引 を事 例 に 商業 分野 の理 解 を深 め させ た 。

この 授 業 で は 、取 引 先へ の電 話 の か け方 や 小 切 手 の作 成 、 ごみ 問題 と法 律 な どに つ い て学

ん だ 。電 話 の か け 方 や重 要 文書 の記 入 の学 習 で は、 生徒 は 、 で きそ うで で きな い 、 い つ もの

調 子 で は い け な い とい う こ と を実 感 した よ うで あ る。 また 、 ごみ 問題 に 関 して 、 い つ も接 し

て い る こ とが 法 に基 づ い て い た り、 商業 高 校 で 法 律 を学 ぶ こ とな どにつ い て驚 い て い た 。

授 業 を受 け る前 は 、 商業 の学 習 に つ い て 「計 算 ば っか りで つ ま らな そ う」、「分 か らな い 」

とい う イ メー ジだ っ た が 、 受 け た 後 で は 、楽 しく、興 味 が 湧 き 、 将 来 の 進 路 に 役 立 つ と生 徒

は感 じて い る 。 また 、 電 話 の か け 方 や重 要 文 書 の 記 入 方 法 な ど、進 路 指 導 の視 点 か ら、 どの

専 門学 科 で も社 会 人 と して 必 要 な 内容 で あ る こ とが わ か っ た 。

事 例2で は 、 「農 業 科 学 基 礎 」 にお い て 、 誰 で も身近 に接 してい る 「食 品」 を題 材 に して 、

食 品科 学 科 の 食 品 製 造 の授 業 を行 っ た 。

こ の授 業 で は 、 マ ドレー ヌ を作 る こ とに よっ て、 食 品材 料 や 洗剤 な どの 面 か ら環 境 を考 え

させ る と と もに 、 食 品 衛 生 な ど 日常接 して い る食 品 の 安全 性 につ い て も改 め て 意識 を持 た せ

た 。

農 業 高校 とい う と動物 や畑 が あ る イメ ー ジ なの で 、 食 品 製 造 とい う分 野 が あ る こ とが 生 徒

に とっ て 意外 だ っ た よ うだ 。2時 間 の 中で 製 造 実 習 と講 義 を行 った の で 、授 業 内容 の 理 解 が

十 分 で な か っ た よ うで あ る 。 また 、今 回 は準 備 と片付 け が な く、作 る とい う一 番 楽 しい 部 分

の み だ っ た の で 、 よ り反応 が よか っ た とい え る。

今 回 の授 業 で は準 備 と片付 け及 び実 習 中の サ ポ ー トは 、実 習 を行 った農業 高校 の 生徒 に よ っ

て行 わ れ た が 、サ ポ ー トす る生 徒 に とっ て も自分 の専 門 に 対 す る 自信 を 高 め 、他 の専 門 高 校

生 と交 流 す る よい機 会 で あ っ た 。

事 例3で は 、 「工 業 技 術 基礎 」 にお い て 、工 業 分野 の最 も特 徴 的 な 「もの づ く り」 に つ い

て 、 カ ラ ー リ ン グア ー ツ科 の染 色 分野 の学 習 を通 して 理 解 を深 め た 。

こ の授 業 で は 、染 色 の 基 本 的 な技 術 を学 ぶ とと もに、 実 習 の 際 に使 用 す る器 具 や薬 品 等 の

取 り扱 い につ い て も学 ん だ 。慣 れ な い器 具 を使 って 、 薬 品 を量 っ た り、布 を ビー カ ー に 入 れ

て 煮 る とい う作 業 に 、生 徒 は 緊張 しつ つ も徐 々 に扱 い に慣 れ て い っ た 。 ま た 、 「環 境 」 と い

一23一



う視点か ら、玉ね ぎの皮 を使用 した天然染料 と合 成染料の違い を理解す ることによ り、環 境

に対 して配慮す ることを意識 させ た。さらに、「ものづ くり」 の視点 か ら、 実習 を進 め る上

で、生徒 自 らが考 え、判断 し、創 意工夫 し、問題解決 をす る力の育成 を目指 した。

生徒に とって染色は初めてだったが 、実際 に体験 してみ る と、次々 とやってみたい と興 味

が湧いて きた。 また、合成染料 は便利で きれいに染 まるが硬い感 じが し、天然染料 の方が 柔

らかい感 じがす るな ど、人工染料 と天然染料 の違 いを リアルに感 じていた。

工業の授 業 を農業 と商業 の生徒が受けたが、農業 の生徒 は化学的な興 味を持 ち、商業 の生

徒 は商品価値的 な興味 を持 つな ど、それぞれの専 門分野 による着眼点 の違 いが大 き くみ られ

た。

事例4で は、農業 高校食品科学科の 「食品製造」の科 目の発酵 食品 「酒」 の単元 で、工業

に関連 して 「食品製 造に使 われ る工業材料」、 また、商業 に関連 と して 「商 品の マ ーケ テ ィ

ング」 の授業 を行 った。工業の授業では、農業 と工業 との関連性 、工業材料 の分類 、鉄 の作

り方、鉄 と鋼 の違 い、ステ ンレス鋼、合成樹脂 な ど、食品製造 と関連す る工業材料 につい て

の授業 を行 い、工業高校生の取 り組みについて も紹介 した。商業 の授業 では、流通 のシ ステ

ム とマ ーケテ ィングの方法 について取 り上 げ、事例 と して発泡酒のマーケテ ィング戦略 とそ

の効果 を扱 った。

生徒 の感想 は、工業 については 日常使 っている素材 なので関心 を持 てた生徒が多 く、商業

につい ては、食品や商品が販売 される まで には多 くの経 緯があるこ とに驚 いてい た。いず れ

に して も、 食品製造 という授 業がいつ もと変 わった視点で行 われてい るこ とに強い 関心 を示

してい た。

(3)学 校間連携 による授業 について

① 生徒の関心

アンケー ト結果や実際 に授業 を受 けた生徒の意見か ら、他 の専 門分野への興味 ・関心 は非

常 に高い ものがあ ることが分かった。また、進路 と して現在 の専 門分野 を選 んだが 、 まだ 自

分の可能性 を模索 してい る状態 であ り、他の専門分野 の授業 を受 けるこ とが 自分の進路 決定

に役立つ と考 えてい る生徒 が多かった。 しか し、逆 に他 の専 門分野への興味 はあ るものの 、

内容 が よ く分か らない とい う意見 も多か った。

実際 に授業 を受 けた生徒の意見では、それ まで持 っていた イメージと実際の内容 とが大 き

く異 なっていた との意見が多 く、実際に授業 を経験 するこ との重要 さが認め られた。

② 実際の授業か ら

百聞 は一見 に如かず とい うことで、授業 を受けた生徒 はその専 門の内容 について よ く理 解

し、それぞれの生徒が様 々な興 味 をもった。今回の授業 が どの授業 も大変好評 だった理 由に、

1回 だ けの授 業 とい うこともあ り、それぞれの専 門の最 も魅力的 な部分 だけ を取 り上げ た こ

とがあ る。 しか し、他の専 門分野 を知 る、興味 を持 たせ る という 目的か らは、それで よい と

考 えられ る。

他の学校に移動 して授 業 を受 ける とい うことは、移動 のための時間的がかか るが、いつ も

と違 う環境 が生徒 の気分転換 と気持 ちの高揚 につながる と思 われ る。 もちろん、特殊 な施 設

を必 要 とする授 業では、専用 の施設が な くて はならず 、専 門の施設 を幅広 く有効活用す る こ

一24一



と も重要であ る。 また、教員が移動 して授 業 をする とい うこ とも、他の専 門分野 を理解す る

上で有効 な方法 であるが 、そのため には、授 業内容 や生徒の様子等の入念 な打 ち合わせが 重

要であ るこ とを今 回の事例 で学 んだ。 さらに、教員 が移動す る場合 には、実験 ・実習が で き

ないため 、内容 を リアルに伝 えに くい とい う短所が ある。

今 回 は 「環境」 をテーマ に取 り上げ、各授業 でアプローチ した。ひとことに 「環境」といっ

て も、材料か らの視点 、法規制か らの視点、食物連鎖 の視点 など様々な見 方がある。農業 、

工業、商業 といった多方面か ら学ぶ ことによ り、「環境」 に関 して理解 と関心 が深 まっ た と

考 えられ る。

③ 今 後の方向性

生徒 のニー ズに対 して様 々な専 門分野 を理解す るという点か らも、学校 間連携 に よ り専 門

科 目の授 業 を展 開す ることは有効であるが、現在学 んでい る専 門で精一杯 とい う生徒 もい る

ので、選択 制 とす ることが大切である。今 回は、カラー リングアー ツ、商業 、食品科学 、 総

合技術 といった専門学科で事例研 究 を行 ったが 、特 に農業 と工 業では様 々な専 門科 があ るの

で、一 つの科で数回ずつの授 業 を行 うと多様 な内容で構成 される選択科 目として設定で きる。

授業 の形 態 と しては、生徒 が移動す るス タイル(実 験 ・実習 が主)と 教員 が移動 するス タ

イル(教 室 での授 業が主)が 考え られる。 また、生徒の対象 に よって、一つ の専 門高校 生 に

対す る授業(例 えば工業 高校生 に商業 を教 える)と 複数の専 門高校生 に対す る授業(例 えば

農業及 び工業 高校生 に商業 を教 える)が 考 え られ、一つの専 門高校生 に対す る授業 ではそ の

専 門に合 った内容 をよ り詳 し く扱 うこ とがで きるが、専 門高校生 との交流 は少 な くなる。

教員側の課題 と しては、教員 間の交流 を増や し、教員 自身が他 の専 門高校 の様子 を知 り、

視野 を広め るこ とが大切 である。

今 回は専 門高校 間の学校 間連携 につ いての実践研 究 を行 ったが、生徒のニーズ を考 えると、

同様 に普通高校の生徒 に専 門高校 の授業 を選択 させる ことも考 え られ る。

◇最 後 に、「1研 究の趣 旨」で述べ た学校 間連携 による期待 され る効果 につ いて検証 する。

(1)生 徒 が よ り主体的 な態度で学習活動 に取 り組 むこ とが期待で きる

生徒 は、他の高校や他の専門 に対 して強い興味 ・関心 を持 ってお り、 日常の授業 とは異 な

る体験 に期待 を して、積極的 に他校 を訪れ、熱心 に授業 に参加 した。 この ような授業 は、生

徒 に学 習に対す る意欲 と関心 を高める ことがで きる と確信 した。

(2>よ り幅 広い特 色あ る専門性 を高め られる

幅広 い知識 を身 に付 け ることに よ り視野が広 くなることを多 くの生徒 が感 じた。直接 的 に

自分 の専 門に結 び付 くわけではないが、 自分の専 門を別の角度か らみる ことがで きた り、 社

会 人 として必要 な知識 を身に付 けるこ とにつ なが った りするな どの効果が見 られた。 また、

自分の専 門分野 に活用 で きるか どうかについては、生徒 に よって差が あったが 、学習 を深 め

る中で 、その重要性が理解 で きてい くと考 えられ る。

(31他 の職業 との 関連が理解で きる

今回対象 とした、農業 ・工業 ・商業の各学科 では、生 産者 としての農業 ・工業 と、流 通側

と しての商業 を相互理解す る形が強 く感 じられた。特 に事例4で は、 農業 にお け る工業 ・商
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業 の役割 が具体的に示 されたので 、生徒 はその関連性 につ いて よ く理 解で きた ようであ る。

また、他の専 門分野の授業 を受 けることで、 自分の専 門分野 との関連 を考 えるきっか けに も

な ってい る。

(4)各 専 門分野の社会 全体 における位置付 けが理解で きる

異なる分野の内容 を知 り、別の視点 を学ぶ ことに よ り、自分の専門分野が社会の 中で どの

ような位置 にあ り、それ らが社会 の中で どの ようにつ なが ってい るか について理解 を深 め る

ことがで きる。一つの専 門分野 の中だけで考えている よりも、物事の意外 な見方や社会 の 中

での新た な関連性 を発見する ことがで きる。

(5)社 会に対す る視野が広がる

ア ンケー ト結果 と授業の感想 か ら、他の専門分野の授業 を受 けることによ り視野が広 が る

とい う意見が多 くみ られた。 これ まで考 えたこともない分野 と出会い、経験することによ り、

新た に興味 を抱 くことが大いにある と言 える。

(6)進 路の多様化 に対応で きる選択科 目が設定で きる

アンケー ト結果や授業実践の中では、様 々な分野の知識 がある ことが進路決定 の際 に役 立

つ と感 じた意見が多か った。 また、現在学 んで いる専 門分野に関連 した就職 をしたとして も、

転職等の際 に高校時代の授業が きっかけ となるこ とも考え られる。実際 の授業 に取 り入れ る

ため には数多 くの調整が必要 になるが、生徒 の多 くはそれ を望 み、実践 に よ りその効 果が み

られたので 、将来 的に導入が考 えられ る。

以上の ように学校 間連携 による授 業 については、他の専門分野 にも興味 を持 っている生徒 が

多 いこ とが ア ンケー ト結果 か ら分か り、それに対応す るため にも学校 間連携 による他 の専 門分

野の授業 を選択科 目として設定す ることが有効 であるこ とが分か った。生徒 の好 奇心 を高 め る

よ うな科 目設定 を行 うこ とに より、生徒の学習意欲 をさ らに引 き出す ことがで き、今 後の専 門

高校 の特色 化 につながる もの と期待 され る。専 門高校 問での実現 に向けて相互 に検討 す る価 値

が あるので、今後研 究を深 めてい きたい。
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II社 会が求める専門高校生について

1研 究の趣 旨

専 門高校 生は卒業後の進路 と して就職 を希望す る生徒が数多 くいる。近年、情報 処理技術 が

急速 に発展 し最 新の機械 を導入 した り、 グローバ ルな経済活動が展開 されてい るため 、企業 の

仕事 内容 も以前 とは変化 して きてい る。就職 した生徒が仕事の内容 をよ く理解 し、高校で学 習

した ことを生か した仕事 に就いて いるか否かについては、就職活動や離職率 を見 る限 りで は疑

問が残 る。そのため仕事 とは どの よ うなものなのかを理解 させ るため に、 インターンシ ップや

会社 見学等 を行 うようになって きている。一方、最近 の傾 向 として専門学校や大学へ の進 学希

望が増加 し、進路の多様化が進 んで いる。

現 在、専 門高校 における教育 内容 は、企業が求めている内容 になって いるか。企業が どの よ

うな生徒 を求め てい るか、 また、社会の変化 に応 じた教育 を行 うため には 、「どの よ うな授業

内容が一番適 しているのか。」「今 の授業内容 は社会 にどの程度 まで対応 してい るか 。」 あ るい

は 「不必要 な授業 を しているので はないか。」 な どを再検討す ることが大変重要 な課題があ る。

新学習指導要領 において専 門教育 の 目標 は 「社会の発展を図る能力 ・態度 を育 てる」 こ とに

あ る。必履修科 目が減少 し、各学校 は、個性 を生か した特 色ある教育課程 を編成す るため に特

色あ る科 目を設定す る こともで きる。

これ らのこ とを踏 まえ、本研究 では、「企業 が求 める生徒像」、「専 門高校生 の進路 につい て

の意識」等 を調査 し、採用側 と生徒 の意識 を比較検討 するこ とを通 して、これか らの専 門高校

の指導 内容 、方法 を検討 する こととした。

【全体 の流 れ図】

現 状

・卒業時 の進路 未 定者

の増加

・社会 と生徒 と教 員 の

意識 のず れ(ギ ャ ッ

プ)

課 題

・職業観の育成

・意識 のずれ(ギ ャップ)の 解消

・教員 の企業での経験不足

(教員 自身が会社 を知 らない)

対 応

・よ りきめ細 やか な計 画

的指導

・社会 の意 識や 生徒 の 意

識 を把握 し、 よ り適 切

な対応 をす る

具体的対応策

・日常会話で職業観 につ いて語 れる教員の育成

・卒業時の 出口の確保

・企業経験の ある教員 の確保

・多様化 した職業選択 の指導

・入学時か らの体 系的な進路指導

(生 きるための知識 か らの体系化)

・企業見学(大 中小企業)及 びイ ンターンシ ップ

・地域の方や経験豊 かな方 の講話(一 年か ら実施)

・企業経験のあ る教員の確保

研 究 の 視 点

「社会性の育成」

・社会性 につ いての生徒の意識

・社会性育成 に向けた取 り組 み

「専 門性 の育成」

・進路指導 の充実

・多様 な学習 内容へ の対応

「企業 と地域社会 との連携」

・学校外 での勤労観 、職業観 の育成

・学校 内で の勤労観 、職業観 の育成
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2現 状の分析

(1)企 業及 び専 門高校生の意識 調査

① 企業が求め る専 門高校生 についての調査

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

企業が採用す る学科の調査

採用側か ら見 た専門高校生 の学習 レベ ルについての調査

専門高校生 に必要 な能力 ・知識 ・意欲等の調査

専門高校生 を採用する際のポイ ン トについて

専門高校生 に必要 な専 門知識 につい ての調査

インター ンシ ップについての調査

② 専門高校生の意識調査

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

生徒の高校への希望意識調査

生徒が高校で勉強 したい と考 えてい ること

社会人 に対す るイメージにつ いて

企業か ら見 た専門高校生 に要求 され る能力

生徒 の働 くことへの イメージについての調査

社会人 に要求 される知識 についての調査

(2)調 査 対 象 及 び 調 査 時期

① 調 査対 象

ア 企業 へ の ア ンケ ー ト調 査

農 業 ・工 業 ・商業 の専 門高 校 の 卒 業 生 が就 職先 した企 業 の人事 担 当者 を対 象 に ア ンケー

ト調 査 を行 っ た 。 農業 系 企 業10社 、 工 業系 企 業41社 、商 業 系 企 業20社 に調 査 を依 頼 した。

有 効 回収 数 は46社 で あ る 。

イ 専 門高 校 生 へ の ア ンケ ー ト調 査

農業 ・工 業 ・商業 の各 専 門高 校 で 各 学 年 の在 校 生 を対 象 にア ンケ ー ト調 査 を行 った 。

農業 高 校1校 、工 業 高 校3校 、商 業 高 校2校 に調 査 を依 頼 した 。 有 効 回 答 数 はsa4名 で

あ る 。

② 調 査 時 期

ア 企 業 へ の ア ンケ ー ト調 査

平 成12年7月 下 旬 か ら9月 中旬 にか け て実 施 した。

イ 専 門高 校 生へ の ア ンケ ー ト調 査

平 成12年8月 上 旬 か ら9月 下 旬 にか け て実 施 した。

(3)調 査 方 法

① 企 業へ の ア ンケ ー ト調 査

質 問紙 法 に よる調 査 。 各項 目の回 答 は、選 択 肢 よ り回答 す る方 法 、 または記 述 方式 とした。

② 専 門 高校 生 へ の ア ンケ ー ト調 査

質 問 紙 法 による調 査 。各 項 目の回 答 は、選 択 肢 よ り回 答す る方 法 、 または記 述 方 式 とした。
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(4)調 査結 果 と考察

ア 調査 の集計結果

① 企業 への アンケー ト調査

質問1高 卒者 を採用す るのは何科 の卒業生ですか。(複 数 回答 あ り)

工業科

商業科

普通科

謙 難鍵灘 灘 灘 鑛懸10

聾 灘 麗、蕪灘 灘 蓑7

_1

農 業科,1

8

科を問わない 蝋 灘 黙灘 欄灘 翻灘蕪羅i'購1雛鱗覇羅 灘 雛霧蒙灘.舞24
-一_一一L-一=====ユ======ニ ーL一 一 一 一一 一⊥一 一

〇5 10 15 20 25 30

質問2専 門高校 には教室で学習する 「座学」(普 通科 目、専 門科 目)が あ ります 。採 用 す

る会社 と して、 どの程度 まで学習すべ きであ ると考え ますか。(複 数 回答あ り)

専 門科 目の基礎 だけで充分であ る 2

専 門科 目の基礎 か ら応用 まで学習すべ きである 5

普通科 目の基礎 だけで充分で ある 1

普通科 目の基礎 か ら応用 まで学習すべ きである 2

専 門科 目と普通科 目の基礎 だけで充分であ る is

専 門科 目と普通科 目の基礎か ら応用 まで学習すべ きで ある 16

質問3実 習科 目はどの程度 まで学 習すべ きであ る と考 えますか。(複 数回答あ り)

基礎基本の みで 充分であ る 11

応用 まで しっか りと学習すべ きであ る 7

時代 にあった内容 の実習 を学習すべ きである 26

即戦力 として使 える程度 まで学習すべ きである 4

質問4こ れか らの専 門高校生 に必要 である もの は、次の うち どれだ と思 い ます か。

(複 数 回答あ り)
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仕事に対する意欲

基礎学力

社会への適応性

責任感

基本的な専門能力

自己表現

職業観

応用性

時代にあった専門性

問題解決能力

計画性

独創性

資格

総合的な専門能力

高度な専門能力

質 問5専 門 高校 生 を採 用 す る時 の ポ イ ン トは何 で す か 。

人 間 性 、 向上 心 、礼 儀 、 向 上 心 、 ク ラ ブ活 動

質 問6専 門高 校 生 が 学 習 す べ き時代 に応 じた専 門知 識 、 また は企 業 が 専 門高 校 生 に望 む 専

門知 識 は どの よ うな もの が あ ります か。

ワ ー プ ロ ソフ ト、表 計 算 ソ フ ト、 イ ンタ ー ネ ッ ト、操 作 、NC機 械 操 作

質 問7イ ン ター ンシ ップ につ い て どの よ うなお 考 えが あ ります か 。
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② 専 門高校生へ のア ンケー ト調査

質問1本 校 はあなたが希望 した学校で したか。

入学 にあたって本校で何 を勉強 したいですか。(複 数回答あ り)質問2

鍵/≧

あなたは卒業後 にどの進路 を希望 しますか。

あ な た の働 きたい 業 種 を一 つ 選 ん で下 さい 。

一

134「

屡

F

93
匿

74
匿

6268 57

一

一47

1, 1鼠 畠,zo '19 11,
…

1

旨

…

I
I

」

雑 ゲ卵 辮

 

1

人

質問3

質問4
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質問5あ な た が 働 くに あ た っ て必 要 だ と思 う もの を選 ん で下 さい 。(複 数 回 答 あ り)

人

一

484
匿

437
ヨ 388

一 1336331 1

R

一

一

§i

…

i

麟

…

旨…

…

旨iII
lI

1

i

I翻

i…

…

…

231

團29

♂ 〆 メ ズ 〆 ノ'譜 ぷ

質 問6次 の項 目の 中 で あ なた に不足 して い る と思 う もの を選 んで くだ さい 。

(複 数 回答 あ り)

人

F
:

127

1國
、

170

國,

342

i

蟹

203

園1歯,融1,,

〆/鑑 評 メ『〆 譜 ぷ
#`ノ

質問7企 業が専門高校生 を採用す る際、重視する と思 うもの を選んで下 さい。

(複 数 回答あ り)

人

4

_464438
一 1

一 …

i276

i

i
旨i

｠
II

271

囲
1

269 …i

旨

」

195

國21 1

/ぜ 避避〆 ず 避

質 問8あ な たが 働 くこ と に対 して どの よ う な イ メー ジ を持 っ て い ます か 。(複 数 回 答 あ り)

匿 360

249
283

圏愉 102

1國,

isa

l眉
晶 器量 湯・,
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質問9就 職 に役立つ と思われる授業 を選 んで下 さい。(複 数回答あ り)

〃グ 避

質問10質 問9で 選ん だ授業 をどの程度 まで学習すべ きだ と考え ます か。(複 数回答あ り)

/ゲ/

イ 考察

専 門高校生の意識 と して は、79%の 生徒が 自分の希望 によ り入学 し、87%の 生徒 が専 門

知識や資格の取得 に期待 してい ることが分 かる。卒業後 に就職 または進学の希望 を持 って

い る生徒が77%に 対 して、23%の 生徒 が 自分 自身の進路 についての希 望 を持 ってい ない こ

とが分か り、1、2年 次か らの早い時期 に 自分 の進路についての意識 を高め、目標に向かっ

て努力 をさせ る指導 を行 うことが必要である。

また 、企業側の求 める専門高校生像 と専 門高校生の意識 とを比較 してみ ると、学習面 に

おいて は、企業側の 質問2か ら、卒業 までに身に付 ける学習内容 と して、専 門科 目の基礎

か ら応用 までの学習が必要であ る(11%)、 普通科 目の基礎 か ら応 用 まで の学 習が 必要 で

あ る(5%)に 対 し、専門科 目と普通科 目の基礎の学習のみ(41%)、 専 門科 目 と普通 科

目の基礎か ら応用 まで(36%)、 つ ま り、専門科 目と同様 に普通 科 目につ いて も十 分 に学

習すべ きであ るとい う企業側の要望がある。一方 、生徒側の質問9の 就職に役立 つ科 目で

は、約50%の 生徒が専門科 目の座学あるいは実習の学習が必要である とい う意識 を持 って

お り、普通科 目の学習 をする ことの重要性 も指導 してい く必要がある。

専 門科 目の学習 については、企業側 の質問3の 回答 と して時代 に合 った学習(実 習)を す

べ きであ る(54%)と い う要望 があ り、専 門知識 の 内容 と しで は、 ワー プロ、 表計 算 、

CAD/CAM操 作 、NC機 械操作 の習得 といったように、具体 的に上 げ られた。 そ して 、高

校 での学 習以外で、企 業に入ってか ら働 くため に必要 とされる もの として、生徒側 の意識

では質問5で 挙 げた ように、多 数の生徒が礼儀、マナー、責任感 、意欲が重要であ る とい

一33一



う意識 を持 ってお り、企業側 にお いて も質問4の 結果 か ら、仕事 に対 する意欲、社 会へ の

適応性 、責任感 とい う回答が多 く、この点 については企業側の要求 と生徒 の意識 とのず れ

はないが 、生徒 の持 っている意識 を しっか りと身に付 けさせ る指導 と、学習指導 との融 合

が社会の求め る専門高校生の育成 につ なが る指導 が必要で はないか と思 う。

3調 査結果 を踏 まえた研究

(1)社 会性 の育成

① 社会性 について生徒の意識

ア 生徒の意識

専門高校生の意識調査 におけ次 の各質問 よ り生徒 の意識 を考察 した。

(質 問5)働 くに当た って必要 だ と思 うもの。

(質 問6)自 分 に不足 している もの。

(質 問7)企 業が専門高校生 を採用す る際、重視 だろ うと思 うもの。

【考察】

質問5で は礼儀やマ ナーが必要 と考 える生徒が最 も多 く、次 に責任感 、仕事 に対す る意

欲 と続 いている。 また、質問6の 自分に不足 してい るものについては専 門知識 、一般 常識

といった学習面 での不安 を訴 える生徒が多い。また、責任感、仕事 に対す る意欲 、協 調性

について も不足 している と考 える生徒 も少な くない。 これ らの ことは、働 くに当たって は

専 門知識 や一般常識 よりもそれ以前の生活 の基本であ る礼儀 やマナーが重要 と認識 して い

る ものの 、学習面での不安 ももっているこ とが伺 える。

質問7に ついて は、質問5と 同様 に礼儀やマナーが必要 と考 える生徒が最 も多 いが 、次

いで専門知識 と答え る生徒 が多 く、企業 に採 用 されるためには専 門知識が必要 と感 じて い

るようであ る。ただ し、仕事 に対 する意欲 と答 える生徒 も多い。

② 社会性 の育成 に向 けた取組

専 門高校 の生徒 にお いては、社会性 を身に付 け、企業 の求めるスペ シャリス トを 目指 し、

将来 、有能 なスペ シャリス トと して大 きく社会 に貢献 してほ しい。そのためには、次 に示

す例 は、商業高校 と工業高校 におけ る例 である。

【商業 高校 における実践例】 東京都立S商 業高等学校

卒業後における進路 選択 として就職 を希望す る生徒 、特 に事務職志望 の生徒 は、備 えて

お くべ き職能 と して基 本的な実務知識 を在学 中に習得す ることが必要 である。

S商 業 高校 では、3学 年 の 「課題研 究」(3単 位)の 一講座 と して 「秘 書実 務」 講 座 を

設 置 している。本講座 の学習 目標は、社会経験の ない生徒 に ビジネスマナーや時事 問題、

初歩 的な経営 管理 な どに関す る知識や技 能を身に付 けさせる ことを通 して、生徒一 人 ひ と

りの資 質向上 を図 り、社会常識 を育成する ことにあ る。 この学習 目標 に合致 する資格 認 定

が文部 省認定 「秘書技 能検定試験 」であ り、その指導 と目標達成 に向けた生徒 の真剣 な取

り組 みが、生徒 の社会性育成 に向け た手段 としての役割 を果 た している。
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秘書技能検定試験の出題分野及び合格基準は次の とお りである。

1蕪 鳶::∴]圏
(実 務技能検定協 会 「秘書技能検定試験」合格 基準 よ り抜粋)

秘書検定試験 は毎年6月 、11月 、2月 の年3回 実施 される。 したがって、検 定資格 の 目

標 として は、6月3級 受験 、11月2級 受験 、2月 準1級 受験 を目指 している。本試験 は、

実社会 にお いて直面す る課題解決 に向けた出題が なされ ることか ら、授業 では実際の問 題

の解説 を柱 と しつつ 、ビジネスマナー を中心 としたビデ オ学 習や生徒 間のグループデ ィス

カ ッシ ョンな どを取 り入 れ、飽 きの こない指導方法 を試行錯 誤 している。机上 の理論 で は

理解 しづ らい技能分野 に関す る内容 については、総合実践室 な どを活用 し書類作 成か ら電

話応対 まで場面 に応 じた実践 を積む ことに より、生徒が着実 に理 解で きる よう指導 して い

る。

年間 を通 じた指導の成果 と しては、成績優秀団体 として実 務技 能検定協会 団体優秀 賞 を

受賞す るとと もに、「秘書検定案 内」(受 験願書)に おいて秘書実務講座 を選択 した本校卒

業生が、合格者 インタビュー欄 に記事紹介 されてい る。 また、資格取得が認 め られ、進路

先 におけ る配属決定 に際 し配慮がな されている事例 も報告 されている。

平成9年6月 に実施 した 「秘書技 能検定試験」受験 者の職 業別割合 に よる と、高校 生 の

受験 割合は全体の4.7%に 過 ぎなかったが 、平成11年11月 実施 では18.5%と2年 半強の間 に

13.8%も 増加 している。高校生 の受験 者が大幅に増加 している背景に は、生徒 を採 用 す る

企業 側の要求水準 に見合 うべ く、学習面のみ ならず生徒 自身の社会性 を磨 き、付加価値 を

高めるべ きとの判断があ ると思 われる。

授業 を通 して、秘書 技能 とい う資格取得 を目指す ことによ り、生徒の社会常識 を高め 、

学校側 は資格 を活か した進路指導が行 える一方、企業側 は生徒の取 り組み姿勢や意欲か ら、

その要求 に応える人材 を発掘す る手がか りと して一定 の評価が なされてい る もの と確 信 す

る。

【工業高校 における実践 例】 東京都立N工 業高等学校

入学 か ら卒業 までの3年 間にお ける進路指導の取 り組 み と日常の学校生活 におけ る社会 性

の育成 に取 り組 んでいる学校 の場合で ある。

・進路指導 の取 り組 み

1・2年 生 進路 に関する質問があ る場合は、担 任 または進路指導部が相談 に当 たる。

3年 生 外部講 師に よる 「社会人 として心構 え」 の話 を聞 く

く卒業生 に よる進路講話 〉

面接指導 を通 じて礼儀 、作法 を学ぶ。6月 中旬に全職員で3人 一組 とな り、3年 生全 員

の面接の練習 を行 う。9月 上旬 に進路指導 部 と3学 年で2回 目の面接 の練習 を行 う。
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・日常 の学 校生活 における社会性 の育成

く遅刻 指導 について 〉

毎 日午前8:30、 生徒部の教諭2名 と風紀委員の生徒2名 が、校 門にて遅刻者へ の注 意

を促す。遅刻3回 行 った場合は、午前8:10に 登校 し生徒部の指導 を受 ける。

〈服装頭髪検査 につ いて〉

一 ケ月に一度 、全校集会の後 に、服装頭髪検査 を行 う。また、各学期 の始 ま りに全 教 職

員に よ り、校門 にて、服装頭髪検査 を行 う。違反 した生徒 に対 して は、3日 以内 に直す よ

うに指導 する。

〈授業 における遅刻 指導 〉

授業 は遅刻 を しない ように し、時間 を守るこ との大切 さを指導 をす る。

〈実習前 の整列 を通 じて〉

「工業基礎」 や 「実習」 の始 まる前 に実習室前 に集合、2列 に整列 させ 、実習 を受 け る

心構 えや連絡事項 についての説明 をす る。毎 回の実習の前 に必ず整列 を行 う。

〈職 員室の入室 について〉

職員室 に入室 する際に、 自分 自身の服装 につ いて直す ようにする。 ドアを ノック し 「失

礼 します」 と言 って入室 する。学年 クラス名前 を自分で言い、用事 のある先生 の名前 を告

げる。用事 が終わ った ら、「失礼 します」 と言い、退室する。

〈 レポー ト指導 〉

実験か ら一週間以内 に実習の担 当の先生 に直接提 出す る。結果や考察において不 備が あ

る場合 は、再度提 出させる。遅 れた場合 は、一 日も早 く提 出す るように担 任 を通 じてや 実

習の担 当教員が生徒 に指導 してゆ く。

以上の ように、学校生 活の中で担任 、教科担 当等 が常 に生徒 とかかわ りなが ら指導する。

この ようなことは、他校の工業高校 において も行 われている。一年生か ら社会人への 自覚

や 自信 を身 に付け られ るようにする。その ためには、全教職員 の協力 と一致 した指導体 制

が必要であ る。

(2>専 門性 の育成

① 進路指導の充実

ア 職業指導

日頃、生徒 は大 人 と話す機会が少ないため、会社の イメージ もアルバ イ トの延長線 上 に

ある ことが 多い、学校で行 われている職業指導 は、職業安定所 や専 門学校の関係者 などの、

外部講 師を招 いての講演、 ク レペ リン検査 な どの職業適性検査 の実施 、実際 に企業へ 就職

した卒業生 を招 いての現役生徒 との懇談会な どの諸行事 を行い、生徒 が職業観 を身に付 け

られる よう働 きかけている。 しか し、実際 にはこれだけで は職業指導が不十 分で、職業観

が十分 に確立 しない まま、就職活動 を開始するケースが多 く見 らる。

(ア}問 題点

一番大 きな問題 点は、前述 の ような行事 を行い、各学校で様 々な工夫 を行ってい る もの

の、結 果的には、進路指導 が単 に求人票 を紹介するだけの もの にな りが ちで、生徒が進 路

を自分の問題 と して考 えることが少な くな り、不 本意の まま就職 してす ぐに退職す るケー
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ス も増 えて きた。生徒 が 自分 に とっての職業観 を確立 していか ない ことにはこの 問題 は解

決 しない。

また、教 員側 に も課題が あ り、現在の ような不況の中では求人数は減 ってい く傾向がはっ

きりしているに もかかわ らず対応が十分ではない。その結果 、生徒の選択す る幅が狭 くな

り、一部 の生徒 は学校 の進路指導 に失望 し、就職 をあ きらめ て しまう例 もあ る。学校 と企

業が信頼 関係を結 んで、連絡 を密 に していかなければ この ような状態が続 くこ とが予 想 さ

れる。企業へ のア ンケー ト調査の 中には、「教員 自身が民間企業 で職場 体験 す る な ど、仕

事 の内容 を十分 に理解 して生徒 の職業指導 に当た って欲 しい」 とい う厳 しい意見 もある。

(イ)改 善 策

社会 に出るための基礎 ・基本が職業観の確立には必要 である。まず は、努力 をす る とい

うこ との大切 さを実践 している例 として、都立K商 業高校で は簿記や情報処理検定試験 の

合格 を 目指 すため、通常の授業 では足 りない部分 を放課後や朝 に補習 を行 ってい る。 自分

一 人では努 力で きない生徒 がほ とん どなので
、補習で教員が生徒 と一緒 になって努力を し、

生徒が怠 けそ うになった ら叱咤激励 して努力の大切 さを伝 えている。その結果、検定試 験

にはほぼ全員合格 している。努力す れば 目標が達成で きるの だ という喜 びを実感 させて 、

その後 の生 活に も努 力を続 ける よう実践 している。

イ 事例研 究

(ア)概 要 丁工業高校 において設計事務所の建築設計士 を招 き話 を聞 く。

設計士 になるまで の過程 の苦労話や下積み時代 の話 な どを混 じえ設計の仕事 内容の話 を

聞 いた。 また、設計 の楽 しさ、生 き甲斐、必要 な知識 、設計士 になるための進路 計画 な ど

につ いて も聞 くこ とが で きた。 同 じ設計事 務所 の中で もタイプや、年代 の異 なる設計士 か

ら話 を聞 くことがで き、事後の生徒の反応 を調べ た。

○ 施工会社系設計士21歳 工業高校 卒業後就職

ア トリエ事務所系設計士43歳 普通高校経 て大学卒業後就職

対象 全学年希望者1年 生8名2年 生7名3年 生0名

日時10月5日(木)3:30か ら

場所T工 業高校 実習室 にて

OT工 業高校 を設計 した設計士49歳 工業高校 を経て大学卒業後就職

対象 全学年希望者1年 生0名2年 生4名3年 生3名

日時10月17日(火)3:30か ら

場所T工 業高校 実習室 にて

結果 生徒の反応 は非常 に良好 で、是非継続 してほ しい との声が多かった。で きれ ば話

を聞 くだけで な く、実際 に教えて欲 しい との声 も多 かった。

建築の仕事が分か った。設計のすば らしさが分 かった。建築 を心か ら好 きな人 を初 めて

みた。建築 をもっと勉強 した くなった。等 の感想が あった。

・単純 に設計の仕事の理解 を深めるだけでな く、設計 した建物 にかけ る情 熱 など設計者 の生

き方 まで学ぶ ことがで き、改 ためて今 回のよ うな機会が必要であ ることを認識 した。
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ア ンケー ト結果

むず か しい1名 専 門的す ぎる2名 よくわか った8名 楽 しかった7名

時 間が短 い1名 建築 を勉強 した くなった5名 設計の仕事 が よくわかった8名

また聞いてみたい10名 授業で教 えて欲 しい3名

【感想文 よ り】 今 回の話 を聞いて まず、設計の仕事の ことは よく分 か りま した。 どんな

こ とが楽 しくて、 どんなことがつ らいのか よくわか りま した。僕 は まだ、建築士 に なる

とか何の仕事 に就 くとか は正直あ ま り考えていないのですが、話 を聞いていて僕は 「夢」

とい う言葉 にす ご く何 とい うか勇気みたいな もの を感 じま した。好 きなこ とだか らや っ

ていける とか好 きなこ とだか ら楽 しい とかは絶対的 な ものだ と感 じたのであ きらめず夢

に向かっていけば何 だってで きるん じゃないか と思い ま した。何 だか可能性 みたい な も

のが広が った気が します。 よいお話 をあ りが とうござい ま した。等

② 多様 な学習 内容へ の対応

一般 的には専 門高校生 の進路希望 は就職 が多い
。 アンケー ト調査 か ら企業 は入社 後の仕事

やQJTに 対応で きる 「時代 に合 った専 門性」 「専 門分野の基本」「基礎学力」 の学 習等 を専

門高校 の教育 に求 めている。一方 、近年は専 門学校や大学 などへ の進学 を希望す る生徒が増

加す る傾 向 も見 られる。そ こで専 門高校の特色を生か し、様 々な進路希望 をもつ専 門高校 生

に対 応 した多様 な学習内容 を検討す る必要がある。

ア 就職希望者へ の対 応

ア ンケー ト結果 にあ るように専 門高校生の進路希望 は就職が多数である。就職 を希望す る

生徒 の進路希望 に応 えるためには、学校での学習 内容 は企業側の要望 に応 え られる多様 な教

育 を実践 しなければ ならない と考 える。以下 に企業の要望 とそれ に対応 した専 門科 目または

学 習内容 を検討 して まとめた、

企業 か らの要望 は以下の とお りである。(ア ンケー ト結 果か ら)

○ 基礎学力

○専 門科 目の座学 の内容 は基本程度の教 育

0専 門科 目の実 習は応用範囲 までの教育

○専 門科 目の実 習では時代 にあった内容 の教育
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○ パ ソコン操作(表 計算 ・ワー プロ)の 基 本的知識 と技術 の習得

次 に、 これ をもとに専 門高校 における学習 内容 を以下の とお り検討 した。

【商業高校】

「ビジネス基礎」で は、商業 を学ぶ 目的、資格取得の可能性 さらに卒業後 の進路へ 向 け

ての ア ドバ イス等の内容 を取 り入れ、生徒 の興味 ・関心 ・目的意識 を導 き出す 。

「商業技術 」で は、珠算 ・暗算能力 、文書作成能力 と文書 の受発信知識 を育成 し、加 え

て各種のデザ イン技術の基礎 ・基本の学習 を通 して様 々な生徒 の興味 ・関心 を導 き出す。

「情 報処 理」で は、 ビジネスの諸活動 において表計算やデー タベ ース な どの既成 の ソ フ

トウェアや情 報通信 ネッ トワー クを利用 して、情報 の収集 ・整理 ・処理や伝達 に情報 通信

機 器 を活用 するための知識 や技術 を習得 させ る。

「文書 デザ イン」では、マルチ メデ ィア情報の扱い、ネッ トワークの活用 ・プレゼ ンテー

シ ョン技術 ・能力 を習得 させ る。

以上の科 目を学習 させる ことで、基礎 ・基本の知識 や技術 の習得 を 目指 し、同時に、 時

代 に即 した内容 の実習や応用 的 な実習 につ いて は生徒 の学年進行 に対応 して選択科 目にお

いて学 習の機会 を提 供 していか なければな らない。

【工業 、農業 高校 】

工業 高校 と農業高校 には多数の学科があ るが、それぞれの学科 には必ず実習や実験 が あ

り、 これが専 門高校 の特色 といって もよい。1年 次 に行 う 「工業技術基礎」 な どの原則 履

修科 目は、基礎 ・基本的な内容 に して専門教育へ の興 味を引 き出す こ とが重要で ある。 い

わゆる座学 と実習 を関連づ け、理論の上 に実技 がある ようにす る。例 えば、工業高校 の機

械科 では、社会 では一般 的になってい るCADの 学習 は、施設 、設備の関係か ら実習 の 中

で行 うこ とが 多い。「製図」の時間では基礎 ・基本 を学習 させ 、CADの 時 間割合 を増 や

す こ とが重要で ある。

単位数が少 な くなる中で 、各科 において基礎 ・基 本を何 の科 目で学習 させ応用力 を どの

よ うに身に付 け させ るかを検討す ることが大切になる。

イ 進学希望者へ の対応

今 まで は専 門高校 を卒業 した後 、就職 して会社 において即戦力 として働 くことがで きた。

また、需要 と供給 のバ ラ ンスが整 っていた。 しか し、現在 は技術革新や経済不況 な どの社

会状況の変化 に ともない、企業が希望する ような生徒 を3年 間で教育す ることがで きな く

なってい る。そ のため、よ り専 門性 を深 め るために、専 門学校や大学等の進学希望者 が増

加す る傾向 にあ る。 また高校生活 において色々な ものに興味 を抱 き、高校で学習 した内容

と全 く関係の ない学校 に入学す る生徒 も少 な くない。

新 カ リキ ュラムか ら生徒の多様 な実態等 に対応 し、生徒の選択 幅の拡大 を図 り、多様 な

特色あ る教育課程 を編成で きるように専 門科 目の必履修単位数 を25単 位 以上 となる。 また

各学科の におけ る原則履修科 目は、各学科 の基本的 な科 目と課題研 究の2科 目となる。 こ

の ことは選択科 目などを増 や した りして、各学校の特色 を発揮 で きる よう自由度が増 えた

と考 える ことがで きる。

専門学校 を希望す る生徒 は、高校在学 中で は取得で きない資格等 を取得す るために入学
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を希望す る生徒が多 い。その ため専 門性 の基礎 ・基本のみでな く基礎学力の充実 を図 り、

入学後 中途 退学 しない ように指導する必要があ る。

大学進学 を希望す る生徒 に対 して専 門科 目は不必要の ように見 えるが 、専 門科 目を学 習

した方が 入学後 の 目的意識が はっき りと しているため、実験 ・実習 を含 む専 門科 目に違 和

感無 く入るこ とが 出来 る。 しか し、大学 入学 の受験科 目が専 門科 目で受験 で きる大学 が少

な く、専 門高校 は普通高校 よ り数学や英語 な どの普通科 目の単位数が少 ないため 、一般 受

験 や一般 公募推 薦ではなかなか太刀打ちで きない。 たとえ推 薦で入学 して も一般教養 の授

業 では大変 苦 労 しているのが現実である。

現 在の授 業内容 の割合 は表1に 示す ように専 門科 目に重点が置かれている。これは就職

希望者や専 門学校希望者 にはよいが大学進学希望者 には適 さない。そのため、専 門高 校 の

表1現 在 の 授 業 割 合 の例

・専門科 目;35単 位程度 ・普通科 目;40単 位以上
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通
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表2大 学 進 学 希望 者 の授 業割 合 の例

・専門科 目;25単 位程度 ・普通科 目;50単 位以上
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特 色 を生 か し、表2の よ う に授 業 の割 合 を 「専 門科 目の 中 か ら厳 選 し、専 門 性 の 基 礎 ・基

本 を しっか り と身 に付 け させ 、大 学 受 験 に も対応 で きる授 業 内容 」 にす る必 要 が あ る。

結 果 的 に現 在 の一 般 入 学 試験 で は専 門高 校 生 には不 利 な 向 き もあ り、 一 般 受 験 の 試 験 科

目を専 門科 目に て受 験 で き る よ うにす る か 、指 定 校推 薦枠 の拡 充 を 図 る必 要 が あ る。 さ ら

に一 般 公募 推 薦 の試 験 に合 格 で きる だ け の能 力 を身 に付 け させ る学 習 内 容 に改 善 し、早 い

時期 か ら体 系 的 な進 路 指 導 を行 い 目的意 識 を明確 に させ 、多 様 化 す る進 路 に合 わせ た教 育

課程 を編 成 す る こ とが 重 要 で あ る 。 そ こ で 、直接 大 学側 に 「専 門高 校 生 に期 待 す る こ と」

とい う質問 を した結 果 、次 の よ うな 回 答が 返 って きた 。

(ア)Y大 学 、教 養学 部 、N教 授

理 想 で は 行動 力 、実 行 力 が あ り、 リー ダー シ ップ を発揮 で きる 人 。特 に実 験 ・実 習 の 経

験 を生 か して 、専 門高 校 生 と して の リー ダー シ ップ を発揮 して 欲 しい 。 そ の後 、理 論 を 追

い つ かせ 数 学 や英 語 の定 着 を確 実 な もの にす れ ば よい と思 わ れ る 。 本音 は基 礎 ・基 本 の 定

着 や正 しい 日本語 、 あ い さつ が しっか りとで きる こ とや 、 ル ー ル を守 れ る こ とが重 要 で あ

る 。

(イ)N大 学 、 工学 部 、K教 授

専 門 高校 の 本 来 の よ さを教 師側 が 再 認 識 す る こ とが まず 第 一 で あ る。 普 通 高校 と専 門 高

校 の 一 番 の 違 い は実験 ・実 習 が あ る とい う点 で あ り、工 業 高 校 で は第 一 に 「もの を作 っ た

経 験 が あ る こ と」 「ものづ く りが 好 きで あ る こ と」 が 重 要 で あ る 。 第 二 に 「サ イエ ン ス の
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考 え(理 論 理 屈)を 専 門知 識 の 中 に取 り入 れ る こ とが で きる」 こ とで あ る 。 さ らに 、 理 論

的 に説 明 す る た め に数 学 と 日本 語 は重 要 で あ る 。工 学 部 に入 学 す る普 通 科 出 身者 は 高 度 な

研 究 者 で あ り、工 業 高 校 出 身者 は高 度 な研 究者 で あ り技 術 者 で もあ る 。 そ の た め 、工 学 部

にい る工 業 高 校 出 身者 は実 験 ・実 習 の リー ダー に な っ てい る こ とが 多 い 。

(3>企 業 と学 校 との連 携

求 人 数 の 減 少 に伴 い 、働 くこ とへ の 意 識 を持 て な い生 徒 が 増 加 傾 向 にあ る 。 また 、 進路 先 未

定 の ま ま卒 業 して い く生 徒 も年 々増 加 して い る 。 こ の よ うな現状 の 中 、生 徒 の勤 労 観 ・職 業 観

を育 成 し、 自分 自 身の 進 路 につ い て しっ か りと した考 え方 を もた せ る た め に 、各 専 門高 校 に お

い て様 々 な 取 り組 み や 指 導 が 行 わ れ て い る 。 しか し、生 徒 の 意識 を十 分 に高 め る こ とが で き な

い の が現 状 で あ る。 そ こで 、 将 来 の 進路 に 向 け て高 い 職 業 意識 の育 成 を 図 る こ とが に着 目 し、

学 校 外 及 び 学校 内 にお い て 勤 労観 ・職 業観 の育 成 につ い て 調査 研 究 を し、今 後 の指 導 の方 向 性

を 明確 にす る こ と と した 。

① 学 校 外 で の勤 労観 ・職 業観 の育 成

新 学 習 指 導 要 領 で は 、 地域 や 産業 界等 との 一 層 の 連携 を 図 り、 イ ンタ ー ン シ ップの 円 滑 な

実 施 に向 け て の体 制 づ く りに取 り組 む こ とが 求 め られ て い る 。 そ こで 、学 校 外 にお い て イ ン

タ ー ンシ ップ を行 う こ とに よ り、生 徒 が 産 業 現 場 にお い て学 習 と職 業 の 関 係 を理 解 し、 将 来

に向 けて 目標 を もたせ 、学 校 生 活 を送 らせ る こ とが大 切 と考 え る 。専 門高 校 で は長 年 に わ た

り職 業 指 導 を行 っ てお り、企 業 との パ イ プが 普 通 高校 に比 べ て太 い。 この こ とを生 か して 企

業 に対 して 、 イ ンタ ー ンシ ップ につ いて の ア ンケ ー ト調 査 を行 い 、受 け 入 れ 態 勢 の 現 状 を調

査 す る こ と に した。

また 、す で に実 施 して い る都 立K工 業 高校 と都 立S商 業 高 校 の 事 例 を取 り上 げ 、 参 加 した

生 徒 にア ン ケ ー ト調 査 を行 っ た。 具 体 的 には 、勤 労 観 ・職 業 観 が どの よ う に変 化 した か 、 今

後 の 実 施 に向 けて の 課 題 は何 か な ど 、 イ ン ター ンシ ップの 導 入 に際 して の調査研 究 を行 った。

ア イ ン タ ー ンシ ップ に関 す る企 業 へ の ア ンケ ー ト

(ア)調 査 内 容

・イ ン ター ン シ ップの 受 け 入 れ につ い て の調 査

・高 校 生 の イ ン タ ー ンシ ッ プ につ い て の意 見
、要 望 につ い て

(イ)調 査 対 象 及 び 調 査 時 期

・調 査対 象 … … … イ ン ター ンシ ップ推 進 校 で あ る都 立A工 業 高 校 が 企 業100社 に 対 して

行 った ア ンケ ー ト調 査 結 果 を活 用 した 。 有効 回収 数 は55社 で あ る 。

・調査 時期 … … … 平 成12年6月 中旬 か ら下 旬 にか け て 行 っ た
。

(ウ)調 査 方 法

・質問 紙 法 に よる調 査 。

・各 質問 項 目の 回答 は 、選 択 肢 よ り回 答 す る方式 、 また は記 述 方 式 と した。

(s>ア ンケ ー ト調 査 の結 果

質 問1.イ ンタ ー ン シ ップの 実 施 につ い て

質問1は 、 イ ン ター ンシ ッ プの 実 施 に つ い て の調 査 で あ る。 受 入 れ につ い て 「可 能 で

あ る」(55社 中12社)に 「検 討 で きる(55社 中8社)」 を加 え る と、20社 の企 業 が イ ンター
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ンシ ップ の実 施 につ い て前 向 きの 回 答 で あ っ た。

質 問2.質 問1で 、 「可 能 で あ る」 「検 討 で きる」 に○ を書 い た貴 社 は下 記 の 問 い につ い て

お 答 え下 さい 。

1実 習 内容II受 け 入 れ生 徒 につ い て の要 望 皿事 前 指導N教 師 の引 率 、巡 回

質 問2は 、 イ ン ター ンシ ップ を実 施 す る際 の 、 学 校 に対 す る企 業 か らの要 望 を調 査 し

た もの で あ る 。実 習 内容 につ い て は 、!2社 中9社 が 学校 と協 議 す る との 回答 で あ っ た 。

また 、3社 は 、企 業 で決 め る との 回 答 で あ っ た。 接 客 と伴 う企 業 の 中 に は 、頭 髪 等 の 身

だ しな み や 注 意事 項 の厳 守 につ い て の 要望 が あ っ た。事 前 指導 、教 師 の引 率 、 巡 回 に つ

い て は 、特 に 必要 で な い との 回答 が ほ とん どで あ っ た。

質 問3.質 問1で 、 「検 討 で きる」 に○ を書 い た貴 社 は下 記 の 問 い につ い て お 答 え下 さい 。

1イ ン ター ンシ ップ 関係 の資 料 の 送付 につ いて

Hイ ン ター ン シ ップ の受 け入 れ につ い て 、担 当教 員 が 貴 社 へ 説 明 に伺 う。

質 問3は 、 インター ンシップ実 施 を検 討 で きる とい う企 業 の学 校 に対 す る要 望 を調 査 した

ものである。8社 中5社 が 資料 の送 付 を希 望 して い る 。 前 向 き に イ ン タ ー ン シ ップ の

実 施 に つ い て検 討 して い る こ とが 分 か る。 た だ し、説 明 を求 め て い る の は8社 中2社 と

少 な く、 まず 資 料 を検 討 して か ら今 後 の対 応 を考 え よ うとす る企 業 が 多 い よ うで あ る。

質 問4.質 問iで 、 「辞 退 した い 」 に○ を書 い た貴 社 は、 そ の主 な理 由 を ご記 入 下 さい 。

質 問4は 、 イ ン ター ンシ ップ を辞 退 した い とい う企 業 の 意 識 で あ る。 次 の よ う な理 由

が あ げ られ た 。 受 け 入 れ態 勢 が 整 って い な く、 ま た担 当す る部 署 が ない 。 業 務 多 忙 の た

め 、 指 導 す る 余 裕 が 企業 と して ない 。 短 期 間 で は安 全 重 視 の 教 育 で 終 わ り、 実 習 ま で に

は至 ら ない 。 重量 物等 の危 険性 が 高 い 職 場 の た め 。 セ キ ュ リテ ィ 、機 密性 が 厳 しい 職 種

の た め 。 今 年 度 の 採 用 を見合 わせ てい る ため 。各 機 器 運 転 や ビ ル メ ンテ ナ ン ス等 、 オ ー

ナ ーの 許 可 が い る ため 。 この よ うに 、様 々 な理 由 か ら辞 退 した い とい う回 答 が あ っ た。

この こ とか ら も、 イ ンター ン シ ップの 実 施 が 困難 な職 種 もあ る こ とが 分 か る。

質 問5.高 校 生 の イ ンター ン シ ップ につ い て、 ご意 見 ・ご要 望 を ご記 入 下 さい 。

質問5は 、高 校 生 の イ ン ター ンシ ップ につ い て 、企 業 か らの 意 見 ・要 望 で あ る 。 次 の

よ うな意 見 ・要 望 が あ った 。 職種 を決 め る際 、 役 立 つ もの と確 信 してい る。 ど の よ う な

体 験 を させ た ら よい か 、内 容 に戸惑 っ て い る。今 後 益 々 多 くな り、 よい こ とだ と思 う。

受 け 入 れ る側 と して は本 人 の 意 識 が必 要 で あ り、 そ れ に よっ て効 果 の 有 無 が 決 まる と思

う。就 業 意 識 の向 上 に貢 献 す る制 度 で あ る と思 う。 現場 を 自分 の 目で 見 る こ とは大 切 で

あ る 。業 務 形 態 を理 解 した 生徒 が望 ま しい。 よい 制 度 だ が 、職 種 に よって は検 討 が必 要 。

イ ン ター ンシ ップ を行 うだ けで は 、企 業 と して も負 担 にな り、消 化(日 数)す る だ け で

は 困 る 。趣 旨 は よ く分 か り協 力 した い が 、機 密 管 理 上 制約 が あ り、実 施 に は 時 間 が か か

る 。短 期 受 入 れ は 、企 業 側 に リス クが 大 きい。 業 務 に直結 した生 徒 が 望 ま しい 。就 職 前

に 、社 会 人 ・職 業 人 と して の"意 識付 け"が 大 切 だ と考 え る 。 こ の よ うに様 々 な 意 見 ・

要望 が あ っ た 。 イ ン ター ンシ ップ を実 施 す る際 、 これ らの 意 見 ・要 望 等 を踏 まえ 地 域 や

産業 界等 との一 層 の連 帯 を 図 る こ とが大 切 とか んが え る。
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イ 都 立K工 業 高 校 にお け る イ ン ター ンシ ップの 取 り組 み と実践 の調 査

都 立K工 業 高校 で は 、 都 立 高校 改革 推 進 計 画 に位 置付 け られ 、平 成12年 度 よ り実 施 さ れ

た 「イ ン ター ン シ ップ推 進校 」 の 指導 を受 け、2年 生18名 に対 し就 業 体 験 を実 施 した 。 受

け入 れ先 の企 業 の 選 択 に際 して は 、卒 業 生 が 就 職 して い る 企 業 の 中 か ら就 業 内容 や 交 通 の

便 等 を 考慮 して 数社 を リス トア ップ した 。そ して 、 就 業 体験 の趣 旨 を十 分 理 解 して も ら っ

た上 で 、事 前 に十 分 な打 ち合 わせ を行 い 、生 徒 に対 して も実 施前 に十 分 な事 前 指 導 を行 っ

た 。 また 、 実 施 時期 は 、 夏季 休 業 中 に設 定 し、 実 施 期 間3日 間 と して実 施 した 。実 習 期 間

中 に は 巡 回 指 導 を行 い 、 生徒 の状 況確 認 及 び受 け入 れ 側企 業 との連 携 に努 め た 。 そ して 、

現 場 実 習 を終 え た生 徒 の 意識 調 査 の結 果 、下 記 の よ う な回 答 が得 られ た 。

(ア)ア ンケ ー ト調査 結 果(調 査 対 象生 徒:2年 生18名)

質 問1イ ン ター ン シ ップ をや っ て み よ う と思 った きっ か け は何 です か?

a自 分 か ら進 ん で(9人)b先 生 に勧 め られ て(2人)

c就 職 に 役 立 つ と思 って(3人)d企 業 で 働 い て み た か っ た(4人)

質 問2イ ン ター ン シ ップ を体 験 して み て どの よ う に感 じ ま した か?(複 数 回 答)

a楽 しか っ た(15人)bつ らか った(2人)

c仕 事 の厳 しさが 分 か っ た(12人)d進 路 に役 立 つ と思 っ た(9人)

質問3機 会 が あ っ た ら また イ ン ター ンシ ップ を体験 した い と思 い ます か?

aま た や っ て み た い(13人)bも うや りた くな い(2人)

c報 酬 が あ れ ば や りた い(3人)

質 問4イ ン ター ン シ ップ は必 要 だ と思 い ます か?

a必 要 だ と思 う(18人)b必 要 だ と思 わ な い(0人)

質 問5イ ン ター ン シ ップ は何 年 生 で 体 験 した ら よい と思 い ます か?

a1年 生(4人)b2年 生(12人)c3年 生(2人)

質問6イ ン ター ンシ ップ の期 間 は何 日間 くらい が 良 い と思 い ます か?

a1日(0人)b2日(2人)c3日(5人)d4日(8人)

e5日(0人)f6日(1人)g7日(3人)h7日 以 上(0人)

質 問7イ ンタ ー ンシ ップの 体 験 か ら何 を得 る こ とが で き ま したか?(自 由意 見)

○ 学 生 と社 会 人 との違 い が 分 か った 。

○ 仕 事 をす る上 で の心構 えが 大 切 で あ る こ とが 分 か っ た。

○ 今 後 就 職 活 動 をす る上 で 、 良 い経 験 が で きた 。

○ 学 校 で 得 られ なか った 知 識 を得 る こ とが で きた。

○ 職 場 の 雰 囲 気 、社 会 の 厳 しさ、働 くこ とのつ らさが 分 か った 。

(イ)調 査 結 果 か らの 考 察

上 記 の ア ンケ ー ト結 果 か ら、 イ ン ター ンシ ップ を通 して 実 際 に企業 の 中で 仕事 を行 う こ

とに よ り、 仕 事 をす る こ との重 要 さや 、 人 間 関係 の 大 切 さ を身 を もっ て 体験 で きた よ う に

思 わ れ る。 そ して 、 学 校 内 に お け る進 路 指 導 の一 環 と して 、 イ ン ター ン シ ップ を導 入 す る

こ とに よ り、 職業 観 ・勤 労観 の 育 成 に効 果 が あ っ た とい う こ とが 、今 回 の 調査 で確 認 す る

こ とが で きた 。
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(ウ)今 後 の 課 題

職 業 観 ・勤 労 観 の 育 成 を行 う上 で 、 イ ン ター ンシ ップ の導 入 は効 果 の あ る もの で あ る と

考 え られ るが 、調 査 を行 った結 果 、下 記 の よ うな課 題 が あ る こ とが 分 か った 。

○ イ ン タ ー ン シ ップの 趣 旨 を十 分理 解 して も らい 、受 け 入 れ可 能 な企 業 の確 保 を行 う こ と

が 必 要 と な る。

O実 施 時 期 が 限 られ る ため 、 少 数 の生 徒 で あ れ ば可 能 で あ るが 、多 数 の 場 合 につ い て の 実

施 方 法 を検 討 す る こ とが 必 要 で あ る。

ウ 都 立S商 業 高 校 にお け る イ ン ター ンシ ップの 取 り組 み

都 立S商 業 高 校 で は 、新 た な学 校 づ く りを模 索 す る中 で 、専 門高 校 で の 特 徴 の 一 つ で あ

る職 業 観 を育 成 す る教 育 の 推 進 と して 、就 業 体 験 を取 り入 れ る こ とが 商 業 科 よ り提 案 さ れ

た。 そ の実 施 に 当 た り、様 々 な課 題 や 問題 点 を明確 に し、解 決す るた め に、 全 員 対 象 に実

施 す る前 に3年 次 の 課 題 研 究(2単 位)で 平 成!1年 度 よ り夏 季 休 業 中 に試 行 的 に実 施 し て

い る。

(ア)実 施 まで の 経 緯

○ まず 、 イ ンター ン シ ップ導 入 に至 る まで の 校 内 で の経 緯 ・趣 旨 ・現 状 を ま とめ 、 地 元 の

門前 仲 町 商 店 街 に説 明 を し、 理 解 を して もらい 、理 事 会 に諮 る 旨の 約 束 を得 た。 そ の 結

果 、幸 い に もイ ン タ ー ン シ ップ の受 け 入れ の を承 諾 を得 る こ とに な っ た。 受 入 れ先 と話

し合 っ た 内容 を も とに 、実 施 計 画書 を作 成 し理事 会 に提 出 した。

○ 派 遣 先 との 打 ち合 わせ

「就 業 体 験 の しお り」(生 徒 指 導 用 に使 用 す る もの と同 じ もの)を 配 布 した 。

・イ ン ター ンシ ップ実 施 計 画 書 ・実 習 生 名 簿

・実 習 ノー ト ・実 習 評 価 表

○ 事 前 指 導 、実 施

1日 目の朝 学 校 に て 開講 式 を行 い 、注 意 事 項 の 確 認 を した後 、各 店舗 で実 習 を行 っ た。

2日 目以 降 は 、 直接 店 舗 に赴 き終 了 後 は そ の ま ま下 校 させ て 、 自宅 に お い て報 告 書 を書

かせ る こ と と した 。実 習 中 は、 巡 回 を行 い生 徒 の 健 康 状態 ギ 実習 先 か らの要 望 ・問 題 点

を 聞 い た 。最 終 日の実 習 終 了 後 、 学校 にお い て イ ンター ン シ ップ全 般 の 反省 会 を行 い 、

感 想 文 及 び報 告 書 を提 出 させ た 。

(イ)実 施 報 告 書 か らの 考察

生 徒 の報 告書 か らは 、仕 事 をす る上 で の責 任 の重 さや コ ミュニ ケ ー シ ョン を図 る こ との

大 切 さな どが 分 か っ た とい う感 想 が 多 か った 。 また 同時 に 、働 くこ との 楽 しさが 分 か っ た

とい う意 見 も多 く、 よい経 験 に な っ た よ うで あ る 。参 加 生 徒 の 中 には ア ルバ イ トを経 験 し

て い る 者 もい た が 、授 業 の一 環 とい うこ とで か な り緊張 して イ ンター ン シ ップ に参 加 し た

よ うで あ る 。 派遣 先 の ア ンケ ー ト調 査 で は、 生徒 の販 売 時 の接 客 態 度 が 逆 に参 考 に な っ た

との 意 見 もあ り、 良 好 な評 価 結 果 で あ った 。

働 今 後 の 課 題

○ 平 成11年 度 、12年 度 は10人 以下 の少 数 で の 参加 で あ ったが 、今 後全員 対象 イ ンター ンシ ッ

プ を導 入 した 場 合 、 受 入 れ先 の確 保 が 最 大 の 課題 で あ る 。

一44一



○ アルバ イ トとインター ンシップ との違いが明確 にならないのではないか とい う危惧が ある。

01日 の実習 時間が長 いので 、午前 と午後の部に分 けて2名 配置で実施す るよ うな工 夫 も

した方が よい。

○試験的 な取 り組 みで もあるため、傷害保険へ の加 入金 につ いては、卒業生 による財 団 か

らの協力 があったが、今後 は 自己負担が原則 になる と思 われる。

② 学校内 での勤労観 ・職業観 の育成

都立高校改革推進計画 の体系 図の中に、教育諸条件等 の整備 がある。その一項 目に教 職員

の配置及 び資 質の向上等 があ り、小項 目に教員の長期社 会体験研修 の実施 ・教員採用方 法 の

改善が ある。 この ことは、 これか らの教員 には幅広い視点が求 め られている表 れである。 ま

た、最近 は民 間か ら社会 人講 師の登用 も積極的 に行われている。幸 い、専 門高校 には民 間企

業等他 の職業経験者 が多 くいる。 しか し、現場ではホームルームや授業以外 に、 自らの職業

体験 を生徒 に話 す機会 はなかなかないのが現状であ る。 ここでは、学校 内での勤労観 ・職 業

観 の育成 を図る方法の一つ と して学校生活 と働 くことの結び付 きについて、民間企業経 験 者

の教員 に よる講話 を検討 し、事例研究 を通 して生徒の反応 を調 べ ることと した。

ア 事例研 究

(ア)概 要

テーマ 「専 門高校 における学校生活 と働 くことの結び付 き」

対 象 都 立A工 業 高校 機械科1年 生24名

日 時 平成12年11月4日(土)午 前10時30分 ～午前11時30分

場 所 都立A工 業 高校 機械科1年 教室

(イ)講 話 の内容

都立A工 業高校 において、民 間企業経験者で もあ り、専 門高校 出身者 の機械科教 諭 に

よる講話 を行 い、専 門高校 で学 んでいることが実際の企業 で働 く上 で、 どの ように結 び

付 いているか を実体験 に基づ いて話 を聞 く機会 を設け、生徒 の反応 を調べ る。 また、 次

の項 目をテーマ として、学校生活 と働 く現場 とを対比 させ なが ら講話 を行 った。

○ マナー

・職員室 の出入 り(上 司の部屋や得意先への訪問)

・実習前 の整列 ・講話

(安 全確認 、朝礼 な ど話 を聞 く姿勢)

・言葉遣 い(得 意先 、上司 、同僚 との話の仕方)

○ 信頼

・レポー トの提 出(納 期 、得意先 との約束、 日報)

・報告 、連絡 、相 談(現 場での対処)

・委員会活動(仕 事 に対す る責任感)

・服装 、頭髪(第 一 印象)

○ 学習

・普通科 目(数 学 の三角関数 など現場で実 際に使用 した事例)

・専 門科 目(旋 盤 のね じ切 りなど現場 で実際 に使用 した事例及び完成 させ る大切 さ)
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・イ ン ター ンシ ップ(仕 事 と学 習 の 関 連)
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(ウ)講 話 後 の 生 徒 の 感 想(抜 粋)

・専 門 高 校 で は 、マ ナ ー を身 に付 け る こ と に重 点 を置 い て い る こ とが 分 か った 。

・専 門 高 校 は普 通 高 校 に比べ て 、働 くこ とに対 して の力 が 身 に付 くと思 った 。

・自分 の 将 来 に対 す る考 え方 が 変 わ っ た。

・自分 の こ と を見 つ め 直 した い 。世 の 中 はそ ん な に甘 くな い と改 め て 思 った 。

・卒 業 した ら就 職 予 定 なの で 、 とて も参 考 に な った 。

・イ ンタ ー ンシ ップ もや って み た い と思 っ た。

・企 業 経 験 が あ る と聞 い て、 色 々 なア ドバ イ スや 相 談 が 出 来 る と思 っ た。

・これ か らは普 段 の 生 活 を一 生 懸 命生 きて 、一 日一 日 を大 切 に したい と思 っ た。

賠鞭 蓼

霧1

鍵
一一/騨

亀 撫 こ、

(_)考 察

上記 の 生徒 の 感 想 か ら、今 回 の講 話 を通 して生 徒 の反 応 は十 分 あ っ た と考 え る 。 生 徒 は

普段 の 話 を聞 く姿 勢 と違 い 、真 剣 に耳 を傾 け 話 を聞 い て くれ た。特 に学 校 生 活 にお い て 、

働 くこ と と結 び付 い て い る点 が多 い こ とにつ い て は 、改 め て知 った よ うで あ った 。 ま た 、

民 間 企 業 を経 験 して い る者 の話 とい うこ とも、 効 果 の要 因 の一 つ だ った と言 え る。 今 後 こ

の よ う な講 話 を、 様 々 な形 で行 う機 会 が 必 要 で ない か と感 じた。 そ して 今 後 、 こ う した 取

り組 み は イ ンタ ー ン シ ッ プ と と もに 、職 業 観 ・勤 労観 の育 成 に効 果 が あ る こ と を確 認 す る

こ とが で き た。
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4研 究の まとめ

社会が求め る専 門高校生 について調査 し、具体的 な方策 を検討 するに当たって、社会性 の育

成、専 門性の育成 、企業や地域社会 との連携 の三点 にに焦点 を当てて研 究を行 った。

(1)社 会性の育成 については、普通高校で も専 門高校で もいずれ も必 要であるが 、高等学 校 に

お ける職業教育 は専 門高校 を中心 に行われてお り、普通高校 に比べ て専 門高校 は社会性 の育

成 につ いて取 り組 みやす い環境 にあ る。

実践例 として挙 げた秘書検定の合格 を目指す 「課題研究」での取 り組 みは、社会 の要求 に

応 え られる資格試験 の受験 を、働 くことについて考 えさせ る契機 と し、職業観 や使命感 とと

もに社会常識 をは ぐくむこ とが期待で きる。 また、今後多 くの高校 で導入 される インター ン

シ ップ と関連 させ るこ とも可能であ る。なお、「課題研 究」につ いて は実 践 例以 外 に も多 く

の専 門高校で工夫 、研究 、実践 されてい る。

もう一つの社会性 の育成 に向 けた取 り組み は、 日常 の学校生活の中での指導が中心である。

朝の遅刻指導 、授業 の遅刻指導 、実習前の整列、実習後 の レポー ト指導、職員 室入退室 の指

導 、来客へ の挨拶 の励行 な ど、全教職員の協力 と一致 した指導体制の もと3年 間徹 底す る こ

とによって生徒 に 自覚 が芽生 え、一定の効果が上がる ことが実証 されてい る。

これ らの指導 は以前 か ら重要視 されてい るが、その重要性 を再確認 し実践す ることが必 要

であ ろ う。 さらに専 門教科 は農業 ・工業 ・商業それぞれ専 門高校で違いがあ るものの、社 会

性 といった集 団生 活で必要 な能力 について は同一の視点せ の教育実践が可能である。

(2>専 門性 の育成 については、専 門高校であれば当然必要 とされる。 しか し、近年の情報化、

国際 化、少子化 に加 え産業構造 の変化か ら子供 を取 り巻 く環境が激変 してい る中で、 また、

高等学校へ の進学 率が約96%に 達 し、生徒の多様性 が指摘 されてい る中で専門性 の充実 にお

い て、 よ り一層 の工 夫 を迫 られている。

その方法 として、進路指導 の充実 を図 る中で専 門知識 の必要性 を自ら自覚 させ るこ とを 目

的 とした事例 を紹介 した。生徒 の感想文か らも、 自ら目的を持 ち専門知識 を学ぶ必要性 を感

じている ことが分 かる。 また、様 々な進路希望 を持 つ専 門高校生 に対応 した学習内容 を就 職

希望者へ の対応 と進学希望者へ の対応 とに分けて検討 した。いずれの場合 において も専 門性

の基礎 的 ・基本的 な知識 と技術 を習得 させ ることは重要 である。

(3)企 業 や地域社会 との連携 につ いては、勤労観 ・職業観 の育成 を図る上で重 要であ る。 その

一つ の方策 として
、学校 内の対応 としての事例研究 を紹介 した。専 門高校 には民 間企業等 の

経験 を もつ教員が 多い ことに着 目し、民間企業等 の経験 を もつ教員が講話 を行 う。生徒 の感

想か らは講話終了 後には明 らか な意識の変化がみ られ、勤労観 ・職業観の育成 に大 き く役 立

つ こ とが実証 されている。従来 か ら実施 されている外部講師の講話 とともに、企 業経験 のあ

る教員 の講話 を行 うこ とは十分意義のあ ることと思 われる。

一方 、学校外の対応 につ いて は、インター ンシップの取 り組み についての調査 を行い 、課

題 を挙 げたが 、今 後は各専 門高校で積極的 にインター ンシ ップに取 り組み、企業や地域社 会

と連携 を図る中で勤労観 ・職業観 を育成する ことが求め られる。

一47一



お わ りに

昨年度 まで農業 ・工業部会 と商業部会 に分かれてい たが 、今年度 よ り農業 ・工業 ・商業部会

と して一つにな り、新 たなスター トを切った。

本部会 は、合 併 した意義 を十分認識 した上で、農業 ・工業 ・商業の各専 門高校 に共通 した研

究主題 と して 「専 門高校の特色あ る学校 づ く りと今後の方向性」、副題 を 「特色 あ る授業 内容

の実践」、「社会 が求 める専 門高校生 について」 と設定 し、2つ の分科会 に分かれて研 究 に取 り

組 んだ。

平成14年 度 か ら完全学校週5日 制の実施、 さらに平成15年 度か らの新学習指導 要領の実施 に

当た り、教育 はゆ と りの中で多様性、開放性 、国際性の実現 を迫 られている。

第一分科会で は、まず 中学生 を対 象に専 門高校 に対す る意識調査 を行 った。その結果 、 中学

生 は専 門高校の授業 内容や様子 を十分理 解 してお らず 、授業内容等 を紹介す る必要性 が明 らか

になった。同時 に専 門高校生 に対するア ンケー ト調査 を実施 したが、 ここでは選択科 目を増 や

して欲 しい との要望が多 く、改めて教育 の多様性が要求 されてい ることを確認 で きた。

以上 のア ンケー トを集計 ・検討 した上 で事例研究 と して、各専 門高校 の生徒 が他 の学科 の専

門高校へ訪 れ、異 なる分野の実習 を体験 した。また、専門高校 の教員 が他の専門高校 に出向 き、

自分 の専 門分野 と他 の分野 との関連 を理解 させ るための授業 を行 った。教育 内容 や教 育方法 の

弾力化 ・多様化 の検討が必要 とされる中で、今 回の事例研 究は有意義な ものであった。

今後 、 さらに生徒 の能力 ・適性や興味 ・関心 に対応 した科 目の設置の検討 や学校 間連携 に基

づ く単位互換の可能性等 を検討す る必要性が ある。

第二分科会で は、社会が求め る専 門高校生 につ いて研究す るに当たって、企業 に対 する ア ン

ケー ト調査 を実施 して専 門高校 に要求 される学習内容や生徒 に必 要 とされる能力 を明 らか に し

た。 また、同 じく専 門高校生 に対 して もア ンケー ト調査 を実 施 して意識調査 を行 った。

ア ンケー ト結果 を受 けて、様 々な角度か ら数多 くの検討が必要 と判 断 されたが、その中で も

重要 と考 え られ た 「社会性の育成」「専門性 の育成」 「企業 と学校 との連携」について研究 した。

これ らの課題 を検討す る中で 、いか に人間性豊かで調和の とれた生徒 を育成すべ きなのか、 ま

た生 きるこ とは もちろん働 くことの喜 びを体得 させ るため には どの ような学校教育が必要 なの

か を考 える機会 になった。

これ らの研究 は、社会の変化 とともに常 に継続 して研 究 し続 けるべ きもので ある。 この報告

書が各学校 にお いて創意工夫 し特色 ある教育活動 を展開するための一助 となれ ば幸 いで ある。

最後 に、研究報告書 を作成す るに当た り、アンケー ト調査に ご協力 いただい た関係者 の方 々

に対 し、厚 くお礼 申 し上げ ます。
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